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要約 
 
1. プロジェクトの背景 

 

JICA とトルコ共和国の国民教育省（MoNE）は、技術協力プロジェクトを通して、2001 年より職業技

術教育分野における産業自動制御技術（IAT）の導入と拡大に力を入れてきた。第 1 フェーズ（2001～

2006 年）においては、「自動制御技術教育改善計画」として、アナトリア職業高校への IAT 学科導入

に関する技術支援が行われた。その後、第 2 フェーズ（2007～2010 年）において、「自動制御技術教

育普及計画強化プロジェクト」が実施され、IAT 教育が全国 20 校に普及、拡大された。このような背

景から、2011年 11月 28日に MoNE、JICA、トルコ国際協力調整庁（TIKA）は R/Dに調印し、本プロ

ジェクトが開始された。本プロジェクトの目的は、中央アジアと中東の職業技術校教員に対し、トル

コが第 1・2フェーズで培った経験と知識の技術移転を支援するものである。 

 

2. プロジェクトのフレームワーク 

本プロジェクトは、IAT技術教育と職業訓練能力の向上に関するトルコの技術を、アゼルバイジャン、

カザフスタン、パキスタン、ウズベキスタン、アフガニスタン、キルギス、パレスチナ、タジキスタ

ン、トルクメニスタンの 9 カ国に対して移転することを目的としている。このうちアゼルバイジャン、

カザフスタン、パキスタンは国別研修(CFT)、その他の国については合同研修（GT）の対象である。実

施機関は、MoNE、JICA、TIKA である。プロジェクトサイトは、イズミール市にあるマズハルゾルル

工業高校（MZHS）の教員訓練センター（TTC）である。  

 

3. プロジェクトの達成度 

プロジェクトチームは、第 5 回合同調整委員会（JCC）で承認されたプロジェクト・デザイン・マトリ

ックス（PDM）第 2版の指標に基づき、以下のようにプロジェクトの達成度を分析した。 
コンポーネント 指標 達成度 
プロジェクト目標： 
対象国教員の IAT
に関する技術教育・

職業訓練能力が向上

する。 

国別研修対象国： 
カザフスタン 

指標 A-1技術教育・職業訓練にかかわる管理職が IAT導入の手順と
方法を理解している。 

(A) 達成 

指標 A-2: 最低 4 校の技術教育・職業訓練校が IAT 導入のためのパ

イロット校として選定される。 
(A) 達成 

指標 A-3: それぞれのパイロット校から最低 3人の（カザフスタン人
の）教員がチームとして、IAT 基礎・中級コースの研修を指導でき

るようになる。 

(A) 達成 

指標 A-4: （パイロット校にて）TTC での研修を基に IAT 基礎プロ

グラムが開発される。 
(A) 達成 

国別研修対象国： 
パキスタン 

指標 B-1: 技術教育・職業訓練にかかわる管理職が学校への IAT 導

入の手順と方法を理解している。 
(A) 達成 

指標 B-2: TTCでの研修のため、3つ以上の教育機関が選ばれる。 (A) 達成 
指標 B-3: 10 人の（パキスタン人の）教員が TTC の基礎・中級・上

級コースにて研修を受ける。 
(A) 達成 

国別研修対象国： 
アゼルバイジャン 

指標 C-1: 技術教育・職業訓練にかかわる管理職が学校への IAT 導

入の手順と方法を理解している。 
(A) 達成 

指標 C-2: 最低 1 校の IAT 導入のためのパイロット校が選定され

る。 
(E) 未達成 
（2013年 11月の第 5回
JCCにおいて対策が設定さ

れた) 
指標 C-3: 20人の教員が TTCにて IAT基礎コースを受講する。 (C) 中程度 

合同研修プログラム 指標 D-1: 技術教育・職業訓練にかかわる管理職が、IAT導入の重要 (C) 中程度 
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性を認識している。 
指標 D-2: 対象国各国 10人が TTCの IAT基礎コースにて研修を受け

る。 
(C) 中程度 

成果： 
成果 1: 対象国の研

修が適切に計画され

る。 
 

指標 1-1: 国別研修の対象国別に適切な研修目標が設定される。 (B) 高い 
指標 1-2: 合同研修の適切な研修目標が設定される。 (A) 達成 
指標 1-3: 国別研修の適切な研修計画が作成される。 (A) 達成 
指標 1-4: 合同研修の適切な研修計画が作成される。 (A) 達成 

成果 2: ターゲット

グループに対して効

果的に研修が実施さ

れる。 

指標 2-1: 70％の国別研修・合同研修の参加者が研修内容、研修運

営、宿泊サービスについて満足している。 
(A) 達成 

指標 2-2: 80%以上の国別研修参加者が 70%の学習成績を達成する。 (B) 高い（4 コース中 3
コースで目標に到達） 

指標 2-3: 80%以上の合同研修参加者が 70%の学習成績を達成する。 (A) 達成 
成果 3: フォローア

ップシステムが構築

される。 

指標 3-1: ウェブベースの情報システムが構築され、インストールさ

れ、研修コースに於いて導入される。 
(A) 達成 

指標 3-2: 国別研修対象国について、2 年次と 3 年次に研修効果が適
切に評価され、改善点が提案される。 

(C) 中程度 

指標 3-3: 合同研修対象国について、2 年次と 3 年次に研修効果が適
切に評価され、改善点が提案される。 

(C) 中程度 

 

 

4. プロジェクトにおける活動 

プロジェクトで実施した主な活動を以下に示す。 

(1) 国別研修対象国に対するニーズ調査を実施した（2012年 5月～6月）。 

(2) 研修カリキュラムの作成: 国別・合同研修用 IAT 基礎、中級、上級コースに対する新たな研修

カリキュラムが作成、検証、改善された。 

(3) 教材の作成: トルコ語 IAT 基礎用テキストの作成と英語・ロシア語への翻訳、IAT 紹介ビデオ、

一般的な工場の生産ラインにおける自動制御システム図のパネルを作成した。 

(4) 研修実施: 3 年間で合同研修 6 回、国別研修 9 回実施。合同研修 51 人、国別研修 87 人、合計

138人が参加した。 

(5) 参加者のフォローアップ: ウェブベース研修支援システム（WBTSS）が開発され、E メールベ

ースのモニタリングが行われ、参加者の帰国後の活動を支援した。  

 

5. プロジェクトの成果と教訓 

(1) プロジェクトの成果 

プロジェクト実施による効果と成果を以下に示す。 

 研修による参加国での波及効果 

3 年間のプロジェクトによって 9 カ国から合計 138 人の職業訓練に関わる教員や校長・管理職が、

トルコにおいて IAT の研修に参加した。パキスタンとカザフスタンでは、本プロジェクトで培っ

た知識と経験をもとに IATコースが開講された。 

 質の高い研修プログラムが開発された  

IAT やインストラクショナル・デザイン（ID）に関わる日本の第一人者が、本プロジェクトにおい

て短期専門家として指導を行い、TTCのトレーナーの知識や技術が向上した。 

 トルコ語、英語、ロシア語の教材が開発された 

新しい IAT 基礎コースの教材が開発され、3 カ国語の教材としてまとめられた。これにより TTC

は、これらの言語を用いる国からの研修受け入れが、いつでも可能となった。 
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 高度な専門性を備えたトレーナーが育成された 

研修プログラムの作成、実施、評価、改善などの開発サイクルを TTC トレーナー自身が行ったこ

とにより、質の高い研修プログラムを提供できるレベルに達した。 

 最新の IATの教育システムの導入 

3 年間のプロジェクトにおいて、研修プログラムの質を高めるために JICA から最新の日本製 IAT

教育システム（機材）が供与された。このシステムを活用することにより、短期間で IAT に関わ

る包括的な知識とスキルを効果的に学習することが可能となった。 

 産業自動化を活用している工場との連携 

3 年間のプロジェクトにおいて、イズミール、マニサ、ブルサ、イスタンブールの工場と提携して

協力関係を築き上げた。特にマニサの工場とは産業自動化に関わる教材の共同開発の合意も取り

付け、実施することができた。  

 大学や企業との連携 

プロジェクトの活動によって、大学や民間企業などとのネットワークが構築された。 

 

(2) プロジェクトによって得られた教訓 

3 年間のプロジェクト活動から得られた反省や教訓を以下に示す。これらを用いることにより、TTC

の今後や他のプロジェクトに役立つことが期待される。 

 

 国別研修プログラムについて 

国別研修対象国に対するニーズ調査は、それぞれの国の実態に合わせたコース戦略を設定すると

ともに、対象国のコミットメントを取り付けるために非常に有用であった。同じ対象者に対して

3 年間継続的に訓練することにより、TTC トレーナーは日本人専門家とともに受講者への段階的な

知識技術の移転を行うことができた。受講者も翌年のコース受講の条件なので、学んだ知識や技

術をコース終了後に自国で共有することにコミットし、インパクトの高い成果へとつながった。

参加者の帰国後のフォローアップでも有効であった。 

 合同研修プログラムについて 

教育やカリキュラムの状況が各対象国によって異なるため、受講者の選定は共通の条件だけでは

なく、ある程度各国の現状を考慮する必要がある。また、初回のコースでは参加者の言語の違い

が、効果的な研修やフォローアップで障害となったため、2 回目以降のコースでは言語別コースに

切り替えた。 

 WBTSSを用いたフォローアップについて 

パキスタンなどでは WBTSS が有効に活用されたが、その他の国々では WBTSS に組み込まれた自

動翻訳システムや IT環境、教育レベルの違いなどにより、活用が制限された。 

 対象国における IATのニーズについて 

ニーズ調査や研修実施により、IAT教育は各国によってニーズに違いがあることが分かった。 
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1. プロジェクトの概要 
 
1.1 プロジェクトの背景 

 

トルコでは 1990 年以降の製造業の急速な拡大に伴い、製造業技術者、特に中堅技術者の質的・量的

ニーズを満たすことが急務とされ、これら人材育成がトルコ政府の開発計画の重点課題に挙げられて

きた。こうした政策を受けて教育システム向上の取り組みを進めてきたが、さらなる人材育成強化の

必要性が指摘されていた。 

こうしたなかでトルコ国民教育省（Ministry of National Education：MoNE）と JICA は 2001 年から

2006 年まで、技術協力プロジェクト「自動制御技術教育改善計画」を実施し、アナトリア職業高校イ

ズミール校を拠点校、コンヤ校を普及校として設置し、それらの工業高校の教員に対する本邦研修受

け入れや IAT教育プログラムの開発と訓練を実施した。 

セクターのニーズに応えた上記のプロジェクトの成功を活かす形で、国民教育省はイズミール校、

コンヤ校の他に、アナトリア職業高校 19 校にも IAT 学科を新設して計 21 校に増やすとともに、2006

年にはそれら工業高校の IAT 部門の教員育成を目的として、イズミールのマズハルゾルル工業高校に

教員研修センター（Teachers Training Center: TTC）を設立した。 

さらに国民教育省の技術教育・職業訓練総局（GDTVET）は 2007年、JICAとともに「自動制御技術

教育普及計画強化プロジェクト」（SPREAD）を開始し、TTC を核とした国内における IAT 教育の普及

体制を整え、TTCにおいて教員らの訓練を行った。 

これらの活動の成功を受けてトルコ・日本の両政府は、これまでのプロジェクトにおいて培った知

識や経験を、中央アジアや中東地域の国々の職業訓練校教員らに広く共有することを目的として 2011

年 11月 28日に、MoNE、JICA、TIKAにより、本プロジェクトの R/Dが締結された。 

 

1.2 プロジェクトの枠組み 

 

2011年 11月に締結された R/Dに基づくプロジェクトの基本的な枠組みは以下のとおりである。 

 

（１） スーパーゴールと上位目標 

スーパーゴール：対象国で IAT に関する人材が育成される。 

上位目標：対象国の IAT に関する技術教育・職業訓練能力が向上する。 

 

（２） プロジェクト目標 

対象国教員の IAT に関する技術教育・職業訓練能力が向上する。 

 

（３） 期待される成果 

成果１：ターゲットグループの研修が適切に計画される。 

成果２：ターゲットグループに対して効果的に研修が実施される。 

成果３：フォローアップシステムが構築される。 
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（４） プロジェクトサイト 

プロジェクトサイトは、イズミールのマズハルゾルル工業高校（MZHS）の付属施設である教

員研修センター（TTC）である。 

 

（５） 対象国 

アゼルバイジャン、カザフスタン、パキスタン、ウズベキスタン、アフガニスタン、キルギス、

パレスチナ、タジキスタン、トルクメニスタンの 9カ国。 

 

（６） プロジェクト実施に関連する政府機関・組織など 

国民教育省の技術教育・職業訓練総局が本件の実施機関であり、JICA のカウンターパート

（CP）となる。研修プログラムの実務については、TTC のトレーナー達が日本人専門家の CP

として共同で行う。TIKA はトルコ側の協力機関としてプロジェクト実施に必要な支援を提供

する。 

 

（７） 受益者 

直接的受益者は、対象国の職業訓練機関において IAT関連科目を指導する教員。 

間接的受益者は、対象国の職業訓練機関の学生。 

 
1.3 実施体制 

  

プロジェクトの実施体制を図 1.1に示す。TTCは国民教育省の管理のもとでプロジェクトの中核的な役

割を担う。国民教育省は TIKAと調整し、ニーズ調査の実施、受講者の募集・応募手続き、フォローア

ップなどを対象国の TIKA在外事務所の助けを借りて実施する。 

 

 
図 1.1プロジェクト実施体制 

 

 



トルコ国中央アジア・中東向け自動制御技術普及プロジェクト 事業完了報告書 

3 

JICA の専門家は、JICA トルコ事務所の監督のもと、TTC トレーナー、MONE 職員、TIKA 職員に対し

て国際研修プログラムを実施するために必要な助言指導を行う。JICA トルコ事務所は MoNE や TIKA

と必要な調整や支援を行い、必要に応じて対象国の在外事務所の支援について調整する。R/Dで合意し、

JCCにおいて修正された各関係者の役割分担を表 1.1に示す。 

  

表 1.1関係者の役割分担 
組織 役割と責任範囲 投入 

TTC（教員研修セ

ンター） 
• プロジェクトのフレームワーク内での研修実
施計画の作成 

• 研修の実施 
 研修対象、カリキュラム、研修内容、研修

教材の分析 
 研修内容と研修教材の開発 
 研修に必要なロジスティックスの手配・調

整 
 講義と視察研修の実施 
 研修実施報告書の取りまとめ 
 研修員に対するモニタリングの実施 
 帰国研修員に対するフォローアップ 
 研修員の初期選定 

• アナトリア職業高校イズミール校の校長が

「プロジェクトマネージャー」として、研修

監理と技術的責任を負う 
• カウンターパート、事務職員 
• 研修を指導する講師、インストラクター 
• JICA専門家の活動に適した事務所と資機材の

提供 
• トルコ側が所有する必要資機材（車両、工

具、付属品、交換部品等を含む）の提供や交

換 
• プロジェクト実施に必要な光熱水費や他の基

本的な経費 
• プロジェクトに必要なデータや情報 
• JICA専門家が医療サービスを受けるために必

要な情報と支援 

MoNE（国民教育
省） 

• プロジェクト全体についての責任を負担 
• ステイクホルダー間の全体調整  
• 対象国にあるトルコ在外公館を含む関係者と
必要に応じて調整  

• 研修員の選定過程の監督と選定結果の承認 

• 技術教育・職業訓練総局の局長が「プロジェ

クトディレクター」としてプロジェクト全体

の責任を負う 
• 技術教育・職業訓練総局の担当部長が「副プ

ロジェクトディレクター」としてプロジェク

トマネジメントの責任を負担 
• カウンターパートの配置 
• 国民教育省におけるプロジェクトの運営経費

確保 
• 研修実施にかかる経費（会議費、資料作成

費、他）の予算確保 

TIKA 本部 • MoNE、TTC、JICA、TIKA現地事務所(PCOs)
との調整 

• 研修実施の支援 
 実施要領(GI)の作成 
 対象国の情報収集と TTCへの情報提供 
 TIKA現地事務所が収集した対象国の現

状、帰国した研修員からのフィードバッ

ク、研修ニーズ等について TTCへ情報をフ
ィードバック 

 研修員の選定に必要なロジスティックスの
調整支援 

 研修員の選定に参加 
 合意された範囲内での研修に必要なロジス

ティックス支援 

• 国別研修対象国で実施する合同ニーズ調査の

トルコ側参加者にかかる費用 
• 研修受講者の招待に関わる経費（航空券、交

通費、日当、宿泊費、健康保険、消耗品費） 

TIKA在外事務所 • 研修実施に必要な対象国との調整 
 適切な研修員の選定に必要な調整 
 GIの配布と研修員の募集 
 対象国政府への選定結果の通知 
 研修員への派遣前準備支援とオリエンテー

ションの実施 
 対象国の現状、帰国研修員からのフィード

バック、研修ニーズ等に関する情報収集 
 帰国研修員に対するフォローアップのフォ
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ーカルポイント（現地窓口） 

JICA専門家 • MoNE、TTC、TIKAに対し、ファシリテーシ

ョンや技術的な助言・指導を通じたプロジェ

クトの全体的な支援 
• 合意された範囲内で技術的な講義を実施し、
研修の実施支援 

• 研修員の選定に参加 

 

JICA トルコ事務所 • MoNE、TTC、TIKA、JICA専門家チーム、

JICA在外事務所との調整 
• JICA専門家の派遣（総括/研修マネジメント/
カリキュラム開発 1、カリキュラム開発 2、
業務調整／研修マネジメント補助、他短期専

門家） 
• 国別研修対象国で実施する合同ニーズ調査の

JICA専門家にかかる費用 
• 研修受講者の招待に関わる経費（航空券、交

通費、日当、宿泊費、健康保険、消耗品費） 
• 機材の供与 
• 本邦研修受け入れ 

対象国における

JICA在外事務所 
• 必要に応じて対象国における調整を支援  
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2. プロジェクトの達成度 
 
プロジェクトの開始後に PDM の指標と達成の度合いを確認するための手段が設定された。この章に

おいてはプロジェクト目標と成果について 3 年間のプロジェクト活動における達成の度合いを記す。

達成の度合いは、（A）達成、（B）高い、（C）中程度、（D）低い、（E）未達成あるいは確認でき

ず、の 5段階で評価した。プロジェクト目標とアプトプットの指標は、2013年 11月 8日の第 5回 JCC

で承認された PDMの第 2版を使用した。 

 

2.1 プロジェクト目標 

対象国教員の IATに関する技術教育・職業訓練能力が向上する。 

 

2.1.1  国別研修：カザフスタン 

表 2.1プロジェクト目標の指標 A-1 
指標 A-1:技術教育・職業訓練にかかわる管理職が IAT導入の手順と方法を理解している。 
達成度: (A) 達成 
2012 年 11 月に実施されたエグゼクティブ研修と技術教育・職業訓練（TVET）管理職研修に、カザ
フスタンより合計 9人の参加者があった。特に管理職研修では、IAT導入の手順と方法を紹介する目
的で実施し、研修の最後には参加者は所属校に IAT を導入するためのアクションプランを作成し、

カザフスタン教育科学省に提出した。   
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：第1年次コース報告書 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：インパクト調査進捗報告書 

 

表 2.2プロジェクト目標の指標 A-2 
指標 A-2: 最低 4校の技術教育・職業訓練校が IAT導入のためのパイロット校として選定される。 
達成度: (A) 達成 
カザフスタン教育科学省は、国立アルマティ・ポリテクカレッジ、アルマティ国立電気電子カレッ

ジ、タルディクルガン産業カレッジ、ジャンブル・ポリテクカレッジ の 4 校をパイロット校として

選定した。  
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：第1年次コース報告書 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 

 

表 2.3プロジェクト目標の指標 A-3 
指標 A-3: それぞれのパイロット校から最低 3人の参加者がチームとして、IAT基礎・中級コースの

研修を指導できるようになる。 
達成度: (A)達成 
2013 年 6 月、パイロット 4 校からそれぞれ 3 人の参加者が IAT 基礎コースを受講し、設定された学

習目標を達成した。2014 年 6 月には同じパイロット校から IAT 中級コースに参加し、研修設定され

た研修目標が達成された。インパクト調査の結果によれば、彼らは所属するカレッジにおいて一部

の理論的科目の指導を開始した。 
指標の入手手段 
 コース報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 
・ インパクト調査報告書 
・ 事業完了報告書 
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表 2.4プロジェクト目標の指標 A-4 
指標 A-4: （パイロット校にて）TTCでの研修を基に IAT基礎プログラムが開発される。 
達成度: (A) 達成 
2013年 6月にイズミールの TTCで受けた IAT基礎研修をもとに、カザフスタンの参加者らにより、

IAT 基礎プログラムをパイロット校で実施するためのアクションプランが作成された。2014 年 6 月
の研修においては、さらに IAT 中級研修を導入するためのアクションプランが作成された。その結

果、研修を受けた 4 校の参加者らは、それぞれのカレッジで研修プログラムを開発して所轄の教育

事務所にコース開設を申請し、現在は引き続き機材購入の予算申請を行っている。それぞれのカレ

ッジの経過は以下のとおり。 
・ アルマティ国立電気・電子カレッジは、「機械プロセッシング・制御と計測機器」（1013000）と
いう名称でコース開設が承認され、2014年 9月に IATコースがスタートした。現在 27人の生徒が
このコースを受講している。 

・ タルディクルガン産業カレッジは、上記と同様のコースが 2013 年 9 月より承認され、現在 1 年生
に 25人、2年生に 25人、合計 50人がコースを受講している。 

・ ジャンブル・ポリテクカレッジも、同様の承認がなされた。2014 年 9 月よりコースが開設され、

現在 50人の生徒が受講している。 
・ 国立アルマティ・ポリテクカレッジは、コース開設申請の後、現在州教育部からの承認を待って

いる。 
指標の入手手段 
・ コース報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 

 

2.1.2 国別研修：パキスタン 

表 2.5プロジェクト目標の指標 B-1 
指標 B-1: 技術教育・職業訓練にかかわる管理職が、学校への IAT 導入の手順と方法を理解してい

る。 
達成度: (A)達成 
2012 年 5 月に実施したニーズ調査では、本研修の参加協力依頼と提案を取りまとめた報告書をパキ

スタンの専門・技術教育省に提出し、カマール・ザマン大臣から合意を取り付けた。2012 年 11 月に
実施したエグゼクティブ研修は、IAT への理解や IAT 導入の手順・方法の紹介を目的にしており、

パキスタンから高官 2人が参加した。このエグゼクティブ研修の目的は、IATの概要を理解できるよ
うに講義し、そして既存の職業訓練プログラムに IAT カリキュラムを導入するために必要な要素や

プロセスについて知識を提供することである。参加した高官は、後続のトレーナー研修のため適切

な研修員を選定し、3年間継続的に TTCの研修に派遣するようサポートを行った。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：ニーズ調査報告書 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：第1年次コース報告書 

 

表 2.6プロジェクト目標の指標 B-2 
指標 B-2: TTCでの研修のため、3つ以上の教育機関が選ばれる。 
達成度: (A) 達成 
以下の技術教育・職業訓練機関から参加者があり、2012 年に基礎、2013 年に中級、2014 年に上級研
修が実施された。 
・ National Training Bureau (NTB), Islamabard 
・ Technical Training Center, Quetta, Baluchistan 
・ Govt. Vocational Trainıng Institute, Mirpur, Azad Kashmir 
・ Govt. College of Technology (GCT), Rawalakot, Azad Kashmir 
・ Govt. College of Technology (GCT), Peshawar, Peshawar 
・ Sindh Technical Education and Vocational Traninig Authority (STEVTA), Sindh 
・ Govt. College of Technology (GCT), Tangi Charsadda, North West Frontier Province 
指標の入手手段 
・ コース報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：第1年次コース報告書 
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表 2.7プロジェクト目標の指標 B-3 
指標 B-3: 10人の参加者が、TTCの基礎・中級・上級コースにて研修を受ける。 
達成度:  (A) 達成 
パキスタン政府はニーズ調査時の取り決めに際して、3 年間同じ施設から同じ研修員をトルコに派遣
して研修に参加させることに同意した。この取り決めに従って、パキスタン人の参加者 10人が 2012
年 12月 3日～21日基礎コース、2013年 11月 4日～22日中級コース、2014年 12月 8日～26日に上
級コースに参加した。結果として参加者全員が 3つのレベルの IATコースを受講した。 
指標の入手手段 
・ コース報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：第1年次コース報告書 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 

 

2.1.3  国別研修：アゼルバイジャン 

表 2.8プロジェクト目標の指標 C-1 
指標 C-1: 技術教育・職業訓練にかかわる管理職が、学校への IAT 導入の手順と方法を理解してい

る。 
達成度: (A) 達成 
2012年 11月に実施されたエグゼクティブ研修と TVET管理職研修に、アゼルバイジャンより 8人の
管理職が参加した。管理職研修では、IAT導入の手順と方法を紹介する目的で実施し、研修の最後に
は、所属校に IAT を導入するためのアクションプランを作成した。アクションプランは、カザフス

タン同様、アゼルバイジャン教育省に提出された。その後の進展について情報はない。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：第1年次報告書 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：インパクト調査進捗報告書 

 

表 2.9プロジェクト目標の指標 C-2 
指標 C-2: 最低 1校の IAT導入のためのパイロット校が選定される。 
達成度:  (E) 未達成 2013年 11月の第 5回 JCCにおいて対策が設定された 
2012 年 6 月に実施されたニーズ調査では、アゼルバイジャン教育省 TVET 総局長はパイロット校を

1校選定し、カリキュラムや機材を試験的に導入したいと表明したが、2013年 9月の研修に応募して
きた参加者は、パイロット校ではなく各地の職業訓練高校からであった。2013 年の参加者からの情

報により IAT 機材購入の予算が確保できないため、IAT 導入の可能性が低いことが明らかになっ

た。そのため第 5回 JCCで議論した結果、2013年と同じ参加者に対して 2014年に中級コースを提供
するよりも、新たな参加者らに基礎コースを提供するほうがよいという結論に至り、変更が承認さ

れた。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：ニーズ調査報告書 
・ 第5回JCC議事録 

 

表 2.10プロジェクト目標の指標 C-3 
指標 C-3: 20人の参加者が TTCにて IAT基礎コースを受講する。 
達成度: (C) 中程度 
2013年 9月に 9人が IAT基礎コースに参加した。2014年 10月にはさらに 6人参加し、研修の参加者
は合計 15 人となった。当初はカザフスタン同様、10 人の参加者が基礎コースと中級コースを受講す
ることになっていたが、第 5 回 JCC で議論されて指標が変更された。原因の一つはアゼルバイジャ

ン教育省が IAT 機材導入にコミットしなかったことがあげられる。パイロット校が選定されていな

い状況では、2014 年の研修に前年度の参加者以外が多数応募してくる可能性があることから、アゼ

ルバイジャンに対する 2014 年のコースは 2013 年と同様に IAT 基礎コースを実施し、新たな教育施

設から受け入れることとなった。この変更については、2014 年の GI 送付時に TIKA からアゼルバイ
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ジャン教育省に対して説明され、変更された内容で募集手続きが進められた。しかし最終的に 2014
年のコースでは適切な応募者がそろわなかった。その要因としては、アゼルバイジャンの職業訓練

校において IAT が導入できるようなコースがないこと、そして同国教育省がニーズ調査時に合意し

たパイロット校を設置しなかったことなどがあげられる。 
指標の入手手段 
・ コース報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 
・ 第5回JCC議事録 

 

2.1.4 合同研修： 

Ａ ロシア語コース：キルギス、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタン 

Ｂ 英語コース：アフガニスタン、パレスチナ 

表 2.11プロジェクト目標の指標 D-1 
指標 D-1: 技術教育・職業訓練にかかわる管理職が、IAT導入の重要性を認識している。 
達成度: (C) 中程度 
2012年 11月に実施された国別研修の TVET 管理職研修に、キルギスから 2 人、タジキスタンから 2
人、トルクメニスタンは参加者なし、アフガニスタンから 2人、パレスチナから 2 人で、4カ国合計
8 人が参加した。その研修に続く TVET トレーナー研修（言語別研修でロシア語・英語）には、計画
では 24 人が参加する予定だったが、実際には合計 18 人が参加した。研修に参加した国は、アフガ

ニスタンを含まない合計 5 カ国（キルギス、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタン、

パレスチナ）。管理職研修への参加度や、TVET トレーナー研修への適切な人材の配置から判断する

と、対象国 6 カ国の間に程度の差はあるが、それぞれの国で IAT の重要性は感じている。アフガニ

スタンについては、他国に比べ、適切な研修員受け入れのため、募集広報により力を入れる必要が

ある。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：インパクト調査進捗報告書 

 

表 2.12プロジェクト目標の指標 D-2 
指標 D-2: 対象国各国 10人が TTCの IAT基礎コースにて研修を受ける。 
達成度: (C) 中程度 
プロジェクト終了時点における各国の受け入れ実績を以下に示す。 

国名 計画 実績 

キルギス 10 12 

タジキスタン 10 11 

トルクメニスタン 10 6 

ウズベキスタン 10 2 

アフガニスタン 10 - 

パレスチナ 10 12 

合計 60 43 

ウズベキスタンは当初国別研修の対象国だったが、ニーズ調査時に当時のトルコとの関係から国別

研修から外され、2013 年より合同研修に含めて受け入れを開始した。IAT は対象国において新しい

教科であるため、適切な研修候補者を見つけるのが難しかった。そのため選定過程においてアフガ

ニスタン、ウズベキスタンなどから十分な数の応募が得られず、トルクメニスタンは必要な条件を

満たす応募が少なかった。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 
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2.2 成果 
 

2.2.1  成果 1：ターゲットグループの研修が適切に計画される。 

表 2.13成果 1の指標 1 
指標 1-1: 国別研修の対象国別に、適切な研修目標が設定される。 
達成度: (B)高い 
2012 年 5 月から 6 月にかけて国別研修対象国であるカザフスタン、パキスタン、アゼルバイジャン
においてニーズ調査が行われた。ニーズ調査では、対象国の技術教育・職業訓練の状況を調査し、

トルコの TTC で行う 3 年間の国際研修の目標について先方政府と協議した。その結果、パキスタン
では先方政府と合意文書を締結することができ、またカザフスタンやアゼルバイジャンでは、ニー

ズ調査報告書を関係機関に提出した。当初予定されていたウズベキスタンでのニーズ調査はキャン

セルされ、2012年 11月に開催された第 3回 JCCにおいて、ウズベキスタンは国別研修ではなく、合
同研修として取り扱うこととなった。2013年 11月の第 5回 JCCにおいて、2年次のアゼルバイジャ
ンに対する国別研修の対象者が見直された。アゼルバイジャン教育省がパイロット校の設置を行わ

なかったことなどから、初年度の参加者に対して翌年 IAT 中級を実施するのではなく、新たな参加

者に IAT基礎コースを提供することになった。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：ニーズ調査報告書 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：国別研修・合同研修の研修戦略 
・ 第5回JCC議事録 

 

表 2.14成果 1の指標 2 
指標 1-2: 合同研修の適切な研修目標が設定される。 
達成度: (A) 達成 
合同研修では、2012 年 11 月に第 1 回の研修として、TVET 管理職研修を実施し、各対象国で TVET
に携わる管理職を招待し、合同研修の戦略や研修コンテンツのために意見交換を行った。本研修通

して、TVETトレーナー研修の目標が設定された。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の本文：成果の達成度 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：国別研修・合同研修の研修戦略 

 

表 2.15成果 1の指標 3 
指標 1-3: 国別研修の適切な研修計画が作成される。 
達成度: (A)達成 
2012 年 6 月に実施されたニーズ調査によって、アゼルバイジャン、カザフスタン、パキスタンに対

する国別研修プログラムの研修計画が作成され、相手側政府関係者の合意を取り付けた。  
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第1年次業務進捗報告書の別添：ニーズ調査報告書 

 

表 2.16成果 1の指標 4 
指標 1-4: 合同研修の適切な研修計画が作成される。 
達成度: (A)達成 
1年次に設定された合同研修の研修目標に基づき、対象 6カ国に対する研修計画と IAT基礎カリキュ
ラムが作成された。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：国別研修・合同研修の研修戦略 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第3国研修コース・スケジュール 
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2.2.2 成果 2：ターゲットグループに対して効果的に研修が実施される。 

表 2.17成果 2の指標 1 
指標 2-1: 70％の国別研修・合同研修の参加者が、研修内容、研修運営、宿泊サービスについて満足

している。 
達成度: (A)達成 
プロジェクト終了までにエグゼクティブ研修を除き、合同研修と国別研修合わせて 14 のコースが実
施された。研修参加者の満足度の平均値は以下のとおりである。 
・ コース内容についての満足度：98％ 
・ コース運営についての満足度：98％ 
・ 宿泊サービスについての満足度：91％ 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第3国研修評価結果の概要 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：TTC宿泊設備に関する報告書 

 

表 2.18成果 2の指標 2 
指標 2-2: 80%以上の国別研修参加者が、70%の学習成績を達成する。 
達成度: (B) 高い （評価適用 4コースのうち、3コースが目標値を達成） 
プロジェクト終了までに 7コースの国別研修（技術研修）が実施された。2013年 11月の第 5回 JCC
において承認されたプロジェクト指標 2-2が作成・承認された。これに基づき研修評価方法が見直さ

れ、上記 7 コースのうち 4 コースにおいて改定された学習パフォーマンス評価（Ver.3）が適用され
た。 
・ 2012パキスタン IAT基礎コース：試験的評価適用（指標設定前実施分）。 
・ 2013カザフスタン IAT基礎コース：試験的評価適用（指標設定前実施分）。 
・ 2013アゼルバイジャン IAT基礎コース：試験的評価適用（指標設定前実施分）。 
・ 2013パキスタン IAT中級コース：10人の参加者全員が合格最低基準の習得度 70%を達成。 
・ 2014カザフスタン IAT中級コース：12人の参加者全員が習得度 70％を達成。 
・ 2014アゼルバイジャン IAT基礎コース：6人の参加者の半数が習得度 70％を達成。 
・ 2014パキスタン IAT上級コース：9人の参加者全員が習得度 70％を達成。 
2014 アゼルバイジャン IAT 基礎コースの参加者が半数しか習得度 70％を達成できなかった理由は、
6 人のうちの 3 人のバックグラウンドが算数・計算とコンピュータであり、IAT 基礎コース受講に必
要な前提条件を満たしていなかったことが主な要因である。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第3国研修評価結果の概要 

 

表 2.19成果 2の指標 3 
指標 2-3: 80%以上の合同研修参加者が 70%の学習成績を達成する。 
達成度: (A)達成 
プロジェクト期間中に 5コースの合同研修（技術研修）が実施された。2013年 11月の第 5回 JCCに
おいて承認されたプロジェクト指標 2-2が作成・承認されたため、これに基づき研修評価方法が見直

され、上記 5 コースのうち 4 コースにおいて改定された学習パフォーマンス評価（Ver.3）が適用さ
れた。 
・ IAT基礎合同研修 2013A：試験的評価適用（指標設定前実施分）。 
・ IAT基礎合同研修 2013B：7人の参加者全員が目標値の習得度 70%を達成。 
・ IAT基礎合同研修 2014A：10人の参加者全員が目標値の習得度 70%を達成。 
・ IAT基礎合同研修 2014B：5人の参加者全員が目標値の習得度 70％を達成。 
・ IAT基礎合同研修 2015A：10人の参加者全員が目標値の習得度 70％を達成。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書 

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第2年次コース報告書 
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・ 第2年次業務進捗報告書の別添：第3国研修評価結果の概要 
 

2.2.3 成果 3：フォローアップシステムが構築される。 

表 2.20成果 3の指標 1 
指標 3-1: ウェブベースの情報システムが構築され、インストールされ、研修コースにおいて導入さ

れる。 
達成度: (A)達成  
プロジェクト開始後に研修参加者の帰国後の円滑なフォローアップを目的としてウェブベース研修

支援システム（WBTSS）が開発され、研修コースに導入された。開発した WBTSSを効果的に活用

していくことを目的に、システム開発担当者である CPと日本人専門家が協力し、2013年 7月 3日に
各研修のコースリーダー1に対し、「WBTSSを活用したコースリーダーの業務手法」について指導を
行い、各コースリーダーの WBTSSを活用した業務とそのタイムスケジュールを明確にした。 
最初のドラフトを含め WBTSSは研修期間中に実施された研修プログラム合同研修 6コース、国別研
修 9コースのうち、国別エグゼクティブ研修と合同研修管理職研修を除く合計 13コースの全ての研

修コースにおいて紹介・導入され、レベルごとに到達状況が確認された（詳細は別添 12の Level of 
achievement of WBTSS2013-2015参照）。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：WBTSSにおける運用レベル達成度 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：コースリーダーの業務と担当一覧 
・ 事業完了報告書 別添12：Level of achievement of WBTSS2013-2015 

 

表 2.21成果 3の指標 2 
指標 3-2: 国別研修対象国について、2年次と 3年次に研修効果が適切に評価され、改善点が提案さ

れる。 
達成度: (C)中程度 
2015年 2月までにフォローアップ期間が完了2する評価対象の 7つの国別研修、全コースを対象とし

てモニタリング調査が実施された。送付された質問票全体の回収率は 38%（対象総数 68人のうち 40
人から返信あり）であった。以下がその結果3の要約である。 
・2012 アゼルバイジャン管理職コース：対象者 7 人からの質問票の回収率は 57％。個人で作成した
アクションプラン 10 項目のうち、全てが開始されており、20％は終了している。例として、参加

者 1人は 40人に対して、計 180時間のセミナーを実施したと答えている。 
・ 2012カザフスタン管理職コース：回収率 0％。（対象者 8からの回答なし。） 
・ 2012 パキスタン IAT 基礎コース：回収率 100％（10 人全員が回答）。それぞれが企画した活動合
計 45 項目のうち、98％が開始され、64％は完了した。参加者 7 人は帰国後それぞれの組織におい

てセミナーを実施し、合計 460人が参加した。 
・ 2013 カザフスタン IAT 基礎コース：回収率 25％（カレッジ単位で 4 校中 1 校、3 人が回答）。

TTC における研修時に参加者が所属する 4 つのパイロット校はそれぞれ一つのアクションプラン

を作成した。この調査において回答のあった 1 校ではアクションプラン 4 つの内、75％が開始さ
れ、50％は終了したことが報告された。具体的には計 80 人の参加者に対しトルコでの研修報告会

を実施、20人の参加者に対し IATセミナーを実施した。 
・ 2013 アゼルバイジャン IAT 基礎コース：回収率 22％（9 人中 2 人が回答）。企画されたアクショ
ンプランの活動は 100％実施・完了した。 

・ 2014パキスタン IAT中級コース：回収率 50％（10人中 5人が回答）。アクションプランで企画さ

れた合計 20項目の活動のうち 80％が開始され、30％は完了した。具体的には 5人の参加者が上司
に対してトルコでの研修の報告を行い、そのうち 3 人は同僚に対して学んだ技術の共有を行っ

                                                 
 
1 コースリーダーとは各研修コースを担当する CPスタッフを指す。 
2 トルコでの研修終了の 3カ月後に帰国した参加者に質問票が送付され、6カ月までの間に回収される。 
3 トルコでの研修において各参加者は、帰国後自分の所属する組織で実施する 3つから 5つの活動をアクションプランと

して企画した。モニタリング調査においては、これらの活動の達成状況を確認した。 
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た。また同じく 3 人は所属する組織において PLC 機材導入の申請を行い、承認を受けた。1 人は
TEVTA（州の職業教育監督機関）に対して啓発セミナーの準備を始めた。 

・ 2014 カザフスタン IAT 中級コース：回収率 50％（カレッジ単位で 4 校中 2 校、6 人が回答）。イ
ンパクト調査の結果では回答した 2 校とも活動を開始したとある。プロジェクト終了時に日本人

専門家がカザフスタン教育省に対して聞き取りをした結果、パイロット校 4 校が IAT のプログラ

ムを作成し教育省に対して IAT コース設置の申請を行い、そのうち 1校は 2013年 9月からコース
を開始し、2校は 2014年 9月から IATコースを開始した。残り 1校は 2015年 9月の開設に向けて
申請手続き中である。 

・ カザフスタンのフォローアップに関しては、ロシア語-英語の翻訳の問題も発生した。 
・ 2014年 10月以降に実施されたアゼルバイジャンおよびパキスタンの IATコースについては、引き
続き調査を行いその結果をモニタリングする。モニタリング調査の結果、特に回収率の問題など

については業務進捗報告書のモニタリング調査報告書の中で詳しく述べている。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：インパクト調査進捗報告書 

 

表 2.22成果 3の指標 3 
指標 3-3: 合同研修対象国について、2年次と 3年次に研修効果が適切に評価され、改善点が提案さ

れる。 
達成度: (C)中程度 
プロジェクト終了前の 2015年 2月にフォローアップ期間が完了する以下の 3つの合同研修に対して
調査が行われた。インパクト調査の質問票の回収率は、38%であった。 
・ 合同研修 2013A（キルギス、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタン）：回収率 55％
（11 人中 6 人が回答）。個別で作成したアクションプランの活動項目 18 件の内、94％が開始され
ており、72％は終了している。参加者 6人は合計 427人に対しセミナーを実施した。 

・ 合同研修 2013B（パレスチナ）：回収率 29％（7人中 2人が回答）。アクションプランで設定され
た 7 つの活動の全て（100％）が開始され、86％は完了した。参加者の 1 人は IAT 部門を開設して

機材などを購入するための申請を行い、空圧と制御装置（PLC）の授業を実施した。 
・ 合同研修 2014A（キルギス、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタン）：回収率 20％
（10 人中 2 人が回答）。計画された 4つの活動項目の全て（100％）を開始し、50％が完了した。
参加者の 1 人は自動制御部門の職員に対して短期研修を実施し、教科開設に向けて教材の開発を

開始した。別の参加者は所属する高校の校長に対して啓発を行い、ワークショップとその教材の

準備を開始した。 
国別研修コースに比べて合同研修の対象国に対するフォローアップは困難であった。主な理由は、

ロシア語-英語の翻訳の問題、インターネットのアクセス、参加者の意欲の低さなどである。他の合

同研修コースについては、引き続きその時期に達した時点で調査を行う予定である。モニタリング

調査の詳細、回収率の問題や達成度に関する分析についてはインパクト調査進捗報告書を参照。 
指標の入手手段 
・ 業務進捗報告書  

成果品/エビデンス 
・ 第2年次業務進捗報告書の別添：インパクト調査進捗報告書 
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3. プロジェクトにおける活動 
 
この章では、本プロジェクト 3 年間の活動について報告する。PDM においては、主に研修計画策定、

研修実施、フォローアップに関連した活動、マネジメントの 4 つの活動が示されている。活動計画

（PO）には、これらの活動を時系列で示した。 

 

3.1 成果 1:ターゲットグループの研修が適切に計画される 

 

3.1.1 国別研修対象国に適切な研修目標の設定 

2011 年 11 月に JICA が実施した本件の詳細計画策定調査4をもとに、プロジェクトチームは、国別研

修（CFT）と合同研修（GT）の計画案を作成した。原案は、パキスタン、カザフスタン、アゼルバイ

ジャン、ウズベキスタンに対して 3 年間で IAT 基礎から上級までを同じ参加者に対して行う予定であ

った。合同研修対象国（トルクメニスタン、タジキスタン、キルギス、アフガニスタン、パレスチナ）

に対しては、1回あたり各国から 2人ずつ参加者を募り、工業分野にかかわる基礎的な教科を年間 2 回、

3年間にわたり提供することを予定していた（図 3.1参照）。 

 

 
図 3.1研修プログラム構成 (修正前) 

                                                 
 
4 「トルコ国 中央アジア・中東向け自動制御技術普及プロジェクト詳細計画策定調査」報告書（2012年 11月）。プロ

ジェクト開始時はドラフト版を用いて計画策定を行った。 

http://libopac.jica.go.jp/images/report/P1000008693.html
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3.1.2 国別研修対象国へのニーズ調査団派遣 

トルコ国民教育省（MoNE）、トルコ国際協力調整庁（TIKA）との連携により、本プロジェクトか

ら国別研修ターゲット国に調査団を派遣した。当初は、4 カ国を訪れる予定であったが、ウズベキスタ

ンが中止となり最終的に 3カ国となった（第 1年次業務進捗報告書（英文）別添 2参照）。以下、訪問

国・訪問予定国と日程を記載する。  

- パキスタン: 2012年 5月 6日~13日  

- ウズベキスタン:2012年 5月 14日~18日（中止） 

- カザフスタン:2012年 5月 20日~26日 

- アゼルバイジャン:2012年 6月 3日~9日 

 

ウズベキスタンへの調査団派遣は、先方政府との調整が難航したため、やむを得ず中止となった。

一方、調査団は、パキスタン、カザフスタン、アゼルバイジャンにおいて、関連機関を訪問した。調

査時の評価に関しては、教育マネジメントシステム、教育に関するナショナル・スタンダード、IAT 教

育に関する現状、IAT 教育に関するカリキュラム、職業技術高校教員のレベル、学校が所有する機材の

状況、という 6つの基準を用いた。 

 

3.1.3 ターゲット国の現状とニーズの分析 

国別研修対象国に対するニーズ調査（2012年 5月～6月）と第 1回合同研修の実施後、研修の使用言

語や各国の職業技術教育に関する問題が浮上したため、研修コース構成の修正が行われた（図 3.2 参

照）。修正版の計画においては、以下の事項が変更となった。 

(1) ウズベキスタンは、国別研修対象国から合同研修対象国へと変更された。これは、当該国における

ニーズ調査が実施できず、明確なニーズが特定できなかったこと、研修参加候補者が 3 年間を通し

て研修にコミットする確約が取れなかったことに起因する。  

(2) 新 IATカリキュラム導入を斡旋するため、カザフスタン、アゼルバイジャン、パキスタンに対する

エグゼクティブ研修コースが準備された。 

(3) アゼルバイジャンとカザフスタン向けに職業教育管理職コースが組まれた。これは、IAT カリキュ

ラム導入に向けた運営環境整備の準備のためである（パキスタンの場合は、IAT カリキュラムがす

でに導入されているために行われなかった）。 

(4) 合同研修対象国の職業技術教育管理職に対する研修プログラムが 1 年目に組まれた。これは、対象

国の IATセクターにかかわるニーズの特定ためである。 

(5) 1 年目に実施された合同研修の経験から、その後の合同研修は、英語・ロシア語の 2 言語に分けた。 
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図 3.2研修プログラム構成(修正後) 

 
3.1.4 各国のプロジェクト対象機関の選定 

ニーズ調査により、ウズベキスタンを除く国別研修対象国のプロジェクト対象機関の選定が行われ、

研修参加者の募集を行った。その際、特に考慮した点として、技術教育と職業訓練に関する実施構成、

当該国の政策と今後の見通しが挙げられる（表 3.1参照）。 

ニーズ調査時においては、当該国の政府関係者と研修コースの実施構成について話し合いの場を持

ち、調査の終わりに報告書を提出した。パキスタンついては、研修受け入れに関し、政府機関と合意

に達した（第 1年次業務進捗報告書（英文））。 

  
表 3.1国別研修の研修対象機関 

国名 対象機関 

パキスタン 
NISTE（中央政府機関でカリキュラムの承認などを行う）、NIE（中央政府所轄の電気系の技術

教育機関）、NTB（中央政府所轄で産業技術教育のカリキュラムや訓練を実施している）、

TEVTA（地方政府で各州にあり、職業教育全体を所轄している）の計 4機関。 

カザフスタン 職業訓練近代化プロジェクト対象校（世銀プロジェクト）、KASIPKOR 対象校（職業教育近代化

モデル校プロジェクト）の計 2校。 

アゼルバイジャン 教育省職業訓練局により組織されるタスクフォースチームで、カリキュラム専門家、教育方法、

産業技術専門家により構成。 

 
3.1.5 各国におけるターゲットの特定 

上記で示したニーズ調査の結果により、各国の研修目標が設定された。また、合同研修に参加する 6
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カ国においては、共通目標が設定された。ウズベキスタンに関しては、ニーズ調査が行われなかった

経緯から、合同研修に組み込まれることが、2012年 11月 22日に MoNEで行われた第 3回 JCC で承認

された。 

 

表 3.2研修実施概要 
項目 国別研修 合同研修 

対象国 パキスタン カザフスタン アゼルバイジャン アフガニスタン、キルギ

ス、パレスチナ、タジキ

スタン、トルクメニスタ

ン、ウズベキスタン 
背景・ニーズ  中央・地方行政

所轄の職業教育

機関は異なるカ

リキュラムを有

する。 
 IAT訓練は産業
分野のニーズに

合致する。 

 2020国家開発計
画に基づき教育省

は職業教育の近代

化を進めている。 
 職業訓練の向上の

ため IATに関わる

カリキュラム、機

材、技術訓練が必

要。 

 現在の職業教育は基
礎産業技術にとどま

る。IATは大学教育
でのみ触れられてい

る。 
 2007～2012年開発計
画に基づき職業訓練

カリキュラムの改善

を進めている。 

 既存の職業訓練は産業
基礎技術（電気、電

子、機械、IT等）だ
けにとどまる。 

達成目標 職業訓練トレーナ

ーは IATシステム

の操作、設計、統

合を指導すること

ができる。 

職業訓練トレーナー

は IATシステムの

操作、設計を指導す

ることができる。 

職業訓練トレーナーは

IATシステムの操作、

設計を指導することが

できる。 

職業訓練トレーナーは

IATシステムの基本操作

を指導することができ

る。 

訓練戦略 4コース：①エグ

ゼクティブ研修

（1週間）、②

TVE教員向け IAT
基礎（4週間）、
③IAT中級（3週
間）、④IAT上級

(3週間) 

4コース：①エグゼ
クティブ研修（1週
間）、②TVE管理
職研修（2週間）、
③TVE教員向け
IAT基礎（4週
間）、④IAT中級

（3週間） 

4コース：①エグゼク
ティブ研修（1週
間）、②TVE管理職研

修（2週間）、③TVE
教員向け IAT基礎（4
週間）、④IAT中級（3
週間） 

2コース：①TVE管理職
研修（2週間）、②TVE
教員向け IAT基礎（4週
間） 

なお②の言語は国によっ

てロシア語か英語のどち

らかに参加する。 
参加者 ① エグゼクティブ

研修：2人 
② TVE教員：10
人が 3回参加 

① エグゼクティブ研
修：1人 

② TVE管理職：8人 
③ TVE居教員：12
人が 2回参加 

① エグゼクティブ研
修：1人 

② TVE管理職：8人 
③ TVE教員：12人が 2
回参加 

① TVE管理職：各国 2
人 

② TVE教員：各国から
3年間で合計 10人参

加 

参加者の選定 第 1回コース時に対象機関と参加者が選定され、次年度は同じ組織

から同じトレーナーを招待する。 
毎年選定する。 

 
3.1.6 研修カリキュラムの作成・改善 

これらに基づいて国別研修と合同研修のカリキュラムが作成された。この際に考慮された点として

は、各国の技術レベルと目標が挙げられる（第 1 年次業務進捗報告書参照）。カザフスタン、アゼル

バイジャンの国別研修と合同研修の 1 コースで使用される言語がロシア語のため、カリキュラム作成

時に通訳を介する時間が考慮された。 

国別研修に関しては、エグゼクティブマネージャー、TVET 管理職、TVET 教員の 3 対象グループが

設定された。また、合同研修に関しては、TVET 管理職、TVET 教員の 2対象グループが設定された。 

それぞれのコースの特徴については、表 3.3に示した。 
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表 3.3コース別概要一覧表 
カテゴリー エグゼクティブ TVET 管理職 TVET教員 

目的 1. 意識向上（IATの重要性に

対する認識） 
2. コミット度向上 
3. IATカリキュラム導入に関

する知識の習得 

1. 意識向上（IATの重要性に対
する認識） 

2. コミット度向上 
3. IATカリキュラム導入に関す
る知識の習得 

1. 意識向上（IATの重要性に
対する認識） 

2. コミット度向上 
3. IAT知識とスキルの習得 
4. 効果的な IAT教授法の習得 

研修科目 1. IATの重要性 
2. IAT学科の導入方法 
3. モデル校の支援方法 

1. IAT序論 
2. IAT学科の導入方法 
3. アクションプラン作成ワー
クショップ 

1. IAT序論 
2. IAT技術科目 
3. 効果的な IAT教授法 

現地視察 1. 産業について 
 IATの利点 
 工場における必要人材 

2. IAT 人材育成について 
 訓練方法：設備とカリキ
ュラム 

 IAT学科の導入方法 

1．産業について 
 IATの利点 
 工場における必要人材 

2．IAT 人材育成について 
 訓練方法：設備とカリキ
ュラム 

 IAT学科の導入方法 

1．産業について 
 IATの利点 
 工場における必要人材 
 IAT ピラミッドの応用方

法 
2．IAT 人材育成について 
 訓練方法 
 グッド・プラクティス：

OMRON, SMC等 

 

表 3.4 に各国対象の研修コースを示す。パキスタンにおいては、エグゼクティブ・コース、IAT 基礎、

IAT 中級、IAT 上級。アゼルバイジャンとカザフスタンに関しては、エグゼクティブ・コース、IAT 基

礎、IAT中級。合同研修に関しては、TVET管理職コースと IAT基礎が含まれる。  

 
表 3.4研修コースチェックリスト 

研修プログラム パキスタン カザフスタン 
アゼルバイジャン 

合同研修 

TVEエグゼクティブ・コース（意識向上とサポート体制） ✔ ✔  
TVE管理職のためのアクションプランモデル作成  ✔  
TVE管理職のための IAT序論    ✔ 
IAT基礎 ✔ ✔ ✔ 
IAT中級 ✔ ✔*  
IAT上級 ✔   

（注）*印はカザフスタンのみ。 

 

技術コースに関するカリキュラム案は、IAT プロジェクト第 2 フェーズ（2007~2010 年）時に作成さ

れた教材をもとに作成された。第 2 フェーズの教材は、6 カ月間の研修を想定して作成されている。本

プロジェクトのカリキュラムに合致させるため、内容と効率性を考慮して教材に修正が加えられた。

また、2013年と 2014年に、本邦より IATとインストラクショナル・デザイン（ID）の専門家を招き、

TTC トレーナーの能力強化に努めるとともに、カリキュラムと研修教材の改善を行った。さらに、新

たな IAT教育機材が導入され、研修の効率性の改善に努めた（別添 3参照）。4回のワークショップの

のち、研修コースは表 3.5に示したようになった。 

 

表 3.5 IAT技術研修モジュールと研修時間 
  モジュール 基礎 中級 上級 合計 

一般モジュール 
GM01 開講式、オリエンテーション、閉講式等 8 8 8 24 
GM02 アクション・プラン作成とフォローアップ 2 4 4 10 
GM03 視察 (工場見学等) 18 8 8 34 

一般モジュール合計時間 28 20 20 68 
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カテゴリー 科目 基礎 中級 上級 合計 

1. 基礎知識 
BE01 モーター 16 16   32 
BE02 ニューマティック 16     16 
BE03 メカニズム 8 8   16 

2.コントロールと 計
測 

CM01 センサー技術 4     4 
CM02 プロセス・コントロール     20 20 

3. PLCコントロール 
PL01 PLCコントロール 40 20   60 
PL02 PLCコミュニケ―ション   8 16 24 

4. IAT 

AT01 IATシステムの操作 24     24 
AT02 IATシステムのデザインと組み立て 24 40 20 84 
AT03 産業ロボット     12 12 
AT04 IATシステムの統合（FMS)   8 32 40 

技術研修の合計時間 132 100 100 332 

 

各コースの合計時間は、表 3.6に示すとおり。 

 

表 3.6各コースの合計時間 
コース 基礎 中級 上級 

合計時間 160 120 120 

合計日数 20 15 15 

 
3.1.7 研修教材の作成・改訂 

修正された研修カリキュラムをもとに、TTC トレーナーが中心となり教材の開発を行った（別添 5

参照）。2013年 11月 4日にアンカラで開催された第 5回 JCCにおいて、TTCトレーナーから研修教材

をトルコ語、英語、ロシア語で作成し印刷・製本することが提案され、承認された。教材は、教科書、

トレーナー用ガイド、IAT 紹介ビデオで構成されているが、基礎版のみ作成された。印刷・製本された

教材は、TTC で保管され、今後の研修に使用す

る。なお、研修参加者には、PDF 版が配布され

た。中級版と上級版は、パキスタンとカザフス

タンのみ受講したため、コース時に配布資料と

して提供された。 

 

 

 

 

3.1.8 IDワークショップの実施 

日本の IDの第一人者である熊本大学の鈴木克明教授が、JICAにより本プロジェクトに派遣され、2012

年 10月と 2014年 6月にトルコを訪れた。第 1回派遣時には、表 3.7で示されたとおり、ワークショッ

プやセミナーを 3 回開催した。10 月 17 日に行われた ID ワークショップにおいては、マズハルゾルル

工業高校や地元大学の教員ら 50人程参加した。10月 18日・19日に開催された第 3国研修（TCTP）ワ

ークショップでは、カリキュラムと教材の改善・改訂が行われた。また、2014 年 6 月の第 2 回派遣時、

ID ワークショップにおいては、IAT 中級・上級に関するカリキュラム作成など、カリキュラムと教材

に関する更なる改善・改訂が行われた。  

 

図 3.3開発されたテキストおよびトレーナー用ガイド 
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表 3.7 プロジェクトにおけるカリキュラム・教材改善関連イベント 

日 イベント 目的 場所  講師/参加者 

2012/10/16 TCTP 管理・マネ
ジメントワーク

ショップ  
 

TCTP管理・マネジメ

ント準備のレビューと

改善について 

TTC カフェテ
リア 

ムハメール・サルガン氏（トルコ国バシ

ュケント大学講師）、アレブ・ブルブル

氏（トルコ国鉱物資源総局）、  イブラ

ヒム・トロス氏（トルコ国保健省）、鈴

木教授（熊本大学）、MZHS校長、副校
長、TTCトレーナー、 TIKA、 MoNE、 
JICAら約 20人  

2012/10/17 インストラクシ

ョナル・デザイ

ン・セミナー 
 

職業技術に対するイン

ストラクショナル・デ

ザインの概要について

の講義 

TTC カフェテ
リア 

講師: 鈴木教授 
ファシリテータ: サルガン氏、 トロス
氏、 伊藤専門家、仲里専門家、藤島専
門家 
参加者: TTCトレーナー、 MZHS教員、 
地元大学教員等約 50人 

2012/10/18-19 TCTP教材レビュ
ー集中ワークシ

ョップ  

TCTP教材のレビュー

と改訂 
ケラススホテ

ル、 チェシ
ュメ 

鈴木教授、TTCカウンターパートプロ

ジェクト専門家・アシスタント、サルガ

ン氏、トロス氏含む 13人 

2014/6/11- 20 IAT研修中級・

上級カリキュラ

ム作成指導 
 

IAT研修中級・上級コ

ースカリキュラムのコ

ンテンツの改善に関わ

る技術指導 

TTC  講師：熊谷英樹専門家 
ファシリテーター：伊藤専門家 
参加者：CPチーム  

2014/6/24- 27 インストラクシ

ョナル・デザイ

ン（ID）ワーク
ショップ 
 

IAT基礎研修コースカ

リキュラムの枠組みと

評価システムの改善指

導 

マルマリス 講師: 鈴木教授 
ファシリテーター：伊藤専門家、仲里専

門家、藤島専門家 
参加者: CPチーム 

2014/6/29- 7/5 IATカリキュラ

ム見直し作

業 （CPによる個
別作業） 

IDワークショップの

結果を踏まえて IAT基
礎研修コースカリキュ

ラムの改定作業を行う 

TTC ファシリテーター: 鈴木教授、伊藤専門
家、仲里専門家、藤島専門家 
参加者: CPチーム 

 

3.1.9 研修スケジュールの作成 

初年度の研修プログラムは、第 2 回 JCC で承認された。また、初年度の研修評価の結果を踏まえ、

今後の研修スケジュールに対する修正案が第 4 回 JCC で提案され、第 5 回 JCC で承認された。（別添

6参照） 

 

3.1.10 コース要覧の作成と各国への配布 

作成されたカリキュラムと研修スケジュールをもとに GI が作成され、TIKA 現地事務所を通して各

国に配布された。  

 

3.1.11 研修マネジメント/IAT機材指導の専門家派遣と研修内容の CP支援 

IAT 基礎コースについての TTC トレーナー支援のため、研修マネジメント/IAT 機材指導の短期専門

家である熊谷英樹氏（新興技術研究所）が派遣された。熊谷氏は IAT 機材の調達業務も担っていた。

JICAと MoNEの支援より、IAT機材の調達も 2013年 5月に滞りなく行われ、同年 11月 4日に JICAよ

り MoNE へ譲渡された（別添 3 参照）。短期専門家は、この機材を使用して研修モジュールの開発支

援を行った。その結果として、2013 年 6 月のカザフスタン国別研修 IAT 基礎コースより、この機材を
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使用したコースが開始された。 

 

3.1.12 教育省幹部の本邦研修 

トルコ国民教育省の総局幹部クラスを対象とした本邦研修（IAT人材育成視察本邦研修）が企画され、

2013年 11月 17日～23日の期間で実施された。視察の目的を以下に示す。 

1) 本邦における IATのトレンドに関する視察と情報収集 

2) 本邦の高等専門学校や大学機関における IAT教育の現状視察 

3) 本邦における国際研修センターの設備等の視察 

 

本邦研修の参加者は、表 3.8のとおり。  

 

表 3.8本邦研修の参加者リスト 

氏名 役職 プロジェクトにおける役割 
オメール・アチュクギョズ氏 国民教育省職業技術教育総局総局長 プロジェクト責任者 
オスマン・ユルドゥルム氏  同総局カリキュラム・教材部長  後に局長に昇格してプロジェク

ト責任者 
ユジェール・ユクセル氏 同総局部長 プロジェクト副責任者 

 
視察と講義を通して上記の目的は達成された。  

 

3.2 成果 2: ターゲットグループに対して研修が効果的に実施される 

 
3.2.1 参加者の選定 

プロジェクト開始時に策定された合同研修・国別研修に対する戦略に基づき、TIKA、JICA、MoNE、

TTCの連携により、参加者の選定が行われた。2015年 1月 30日までに 9回の国別研修と 6回の合同研

修が実施された。コースの選定過程とコース内容の概要を以下に記載する。 

 

3.2.1.1 国別研修参加者の選定 

本プロジェクトでは、合計 9 回の国別研修を実施した（表 3.9参照）。選定過程においては、想定外

の問題も発生した。例えば、アゼルバイジャンの TVET 管理職研修の参加者選定においては、参加者

のほとんどが IAT とは関連の薄い部署の管理職であった。また、アゼルバイジャン側の人選に関わる

コミットメントの低さから、2013年 9月 16日～10月 11日に実施された国別研修 IAT基礎コースにお

いて、前提条件を満たす参加者が選定されなかった。このため、アゼルバイジャン向け最終研修を

IAT 中級から基礎に変更し、新たな参加者で研修を実施することが、第 5 回 JCC で提案・承認されて

実施に至った（別添 11参照）。 
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表 3.9国別研修参加者人数 

番号 コースタイト

ル 国名 期間 参加 
校数 

受入枠 
人数 

参加者 
人数 備考 

1 エグゼクティ

ブ・コース 
アゼルバイジャン 

2012年11月5
日~9日 

（1週間） 
 

- 2 1 候補者は2人であったが、
参加者1人のみであった。 

カザフスタン - 2 1 候補者は2人であったが、
参加者1人のみであった。 

パキスタン - 3 2 4人の応募があったが、2人
を参加者として選定した。  

2 管理職研修 アゼルバイジャン 

2012年11月5
日~16日 
（2週間） 

7 10 7 
参加者の多数は、IATとは

関係の薄い部署の管理職で

あった。 

カザフスタン 
8 10 8 

参加者の多数は、IATと関

係の深い適切な部署の管理

職であった。 
3 IAT基礎PK パキスタン 2012年12月3

日~21日 
（3週間） 

7 10 10 
20人の応募があったが、7
校から10人の参加者を選定

した。 
4 IAT 基礎 KZ カザフスタン 2013年6月3日

~28日 
（4週間） 

4 12 12 
4校から3人ずつの参加者を

選定した。 

5 IAT 基礎 AZ アゼルバイジャン 2013年9月16
日~10月11日 
（4週間） 

6 12 9 
9人の参加者のうち5人が
2011年に実施された同様の

コースの参加者であった。 

6 IAT 中級 PK パキスタン 2013年11月4
日~22日 
（3週間） 

7 10 10 
すべての参加者が、IAT基
礎コースの参加者であっ

た。 
7 IAT 中級KZ カザフスタン 2014年6月2日

~20日 
（3週間） 

4 12 12 

2人の参加者が中級コース
に参加できなかったが、新

たな2人をナザルバエフ大
学から受け入れた。 

8 IAT 基礎AZ アゼルバイジャン 2014年10月13
日~11月7日 
（4週間） 

6 10 6 

候補者のうち、4人が年
齢、経験等の基準に達して

いなかったため、参加でき

なかった。 
9 IAT 上級PK パキスタン 2014年12月8

日~26日 
（3週間） 

7 10 9 
全員が基礎、中級コースを

受講した参加者だった。 
 

 
3.2.1.2合同研修参加者の選定 

管理職研修を含む 6 コースが実施された（表 3.10 参照）。トルクメニスタンにおける参加者選定の

難しさが第 4回 JCCで問題視されたが、TIKA現地事務所の努力により問題は解決した。ウズベキスタ

ンに関しては、初回の合同研修に 2 人の参加者を派遣したが、その後の 2 回に関しては、参加者の派

遣が実現しなかった。アフガニスタンは、2014 年 1 月に実施された合同研修（英語コース）に 5 人の

応募があったが、いずれの人材も選定基準に達していなかったため、同国からの参加者はいなかった。

他方、パレスチナからの同コースへの候補者 7 人が基準に達していたため、全員受け入れた。さらに、

2014年 11月に行われた同コースには、アフガニスタンからの応募はなかった。  
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表 3.10合同研修参加者人数 

番号 コースタイトル 期間 国名 
受入

枠 
人数 

参加者 
人数 

参加者 
合計人数 

1 

管理職研修 
2012年11月5日~16日 
（2週間） 
 

アフガニスタン 2 2 

8（応募: 8） 

 キルギス 2 2 

 パレスチナ 2 2 

 タジキスタン 2 2 

 トルクメニスタン 2 0 

2 

IAT基礎 （ロシア語） 
2013年4月15日~5月10日 
（4週間） 
 

キルギス 3 2 

11（応募:14） 
タジキスタン 4 3 

トルクメニスタン 4 4 

ウズベキスタン 3 2 

3 
IAT基礎（英語） 2014年1月6日~31日 

（4週間） 
アフガニスタン 5 - 

7（応募:10） 
パレスチナ 5 7 

4 

IAT基礎 （ロシア語） 2014年4月14日~5月9日 
（4週間） 

キルギス 4 5 

10（応募:） 
 タジキスタン 3 3 

 トルクメニスタン 3 2 

 ウズベキスタン 3 - 

5 
IAT基礎（英語） 2014年11月10日~12月5日 

（4週間） 

アフガニスタン 5 - 
5（応募:5） 

 パレスチナ 5 5 

6 

IAT基礎 （ロシア語） 2015年 1月 5日~30日 
（4週間） 

キルギス 3 5 

10（応募:13） 
 タジキスタン 3 5 

 トルクメニスタン 3 - 

 ウズベキスタン 4 - 

注：1番の管理職研修以外では、各国 3年間で計 10人ずつを枠組みとして設定している。 

 
3.2.2 ロジスティックのアレンジ 

TIKA、JICA、MoNE の緊密な連携により、プロジェクトに必要な準備が行われ、全てのコースが滞

りなく実施された。トルコ側は効果的なプロジェクト運営に関する投資を行った。トルコ側の TIKAと

MoNEの合算は、3年間で 1,126,915トルコ・リラ （約 5630万円）をコース運営にかかる資金として支

出した。一方、JICA は、同様の資金（専門家の活動経費を除く）として、1,273,810.1 トルコ・リラ 

（約 6370万円）を支出した。  

 

3.2.3 研修の実施 

全ての研修はスケジュールに沿って滞りなく実施された（別添 6 参照）。各コースの評価、カリキ

ュラム、教材等も適切に準備され、必要に応じて修正された。TTC における CPは技術的専門性と努力

を遺憾なく発揮し、研修の準備、実施、フォローアップを行った。 

MZHS は、2013 年 8 月 26 日に、イズミール市内の観光専門学校と正式に TTC の施設マネジメント

に関する提携契約を結んだ。これにより、第 3 国研修に必要な宿泊施設などの準備が適切に行われた。

施設改修後、全ての参加者は TTCに宿泊して研修を受講した。 
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3.2.3.1国別研修国エグゼクティブ研修の実施 

研修戦略に基づき、TIKA の現地事務所の調整によりカザフスタン、パキスタン、アゼルバイジャン

のエグゼクティブ研修で参加者が対象機関から選定され、2012 年 11 月 5 日～9 日に研修が実施された。

（表 3.11参照）。  

 

表 3.11エグゼクティブ研修の参加者人数 

コースタイトル 期間 国名 受入枠 
人数 

参加者 
人数 

エグゼクティブ研修 2012年11月5日~9日（1週間） 

アゼルバイジャン 2 1 

カザフスタン 2 1 

パキスタン 3 2 

 
3.2.3.2 国別研修管理職研修 

カザフスタン、アゼルバイジャンの管理職研修で参加者が選定され、2012年 11月 5日～16日に研修

が実施された（表 3.12参照）。  

 

表 3.12管理職研修の参加者人数 

コースタイトル 期間 国名 受入枠

人数 
参加者 
人数 

管理職研修 2012年11月5日~16日（2週間） 
アゼルバイジャン 10 7 

カザフスタン 10 8 

 
3.2.3.3 カザフスタンの国別研修 

研修戦略にもとづき、カザフスタンの参加者に対する国別研修が 2 回実施された。IAT 基礎は 2013

年 6月 3日～28日に実施され、IAT中級は 2014年 6月 2日～20日に実施された。いずれのコースも参

加者は 12人であった。 

研修コースは TTC で実施され、IAT 基礎では基礎技術の研修が行われた。マニサとイスタンブール

において工場や研修施設の視察も実施された。これらの視察は、産業における IAT と IAT 教育のスタ

ンダードを知るうえで重要である。IAT 中級では研修の他にブルサのトファシュ（TOFAS）工場視察

が組み込まれた。この視察により、産業における IAT の重要性への理解が深まった。それぞれのコー

スにおいて、参加者からの発表、ワークショップ、情報交換等が行われた。 

全体的に、参加者は研修が成功だったと評価しており、トルコを訪れて参加者間や研修教員との知

識・意見の交換などが今後の役に立つと感じている（第 2年次業務進捗報告書参照）。 

 

3.2.3.4アゼルバイジャンの国別研修  

研修戦略にもとづき、アゼルバイジャンの参加者に対する国別研修が 2 回実施された。いずれの研

修も IAT基礎であり、2013年 9月 16日～10月 11日と 2014年 10月 13日～11月 7日の日程で実施され

た。1回目の参加者は 9人、2回目は 6人だった。 

研修コースは TTCで実施され、2回の IAT基礎に合計 15人が参加し、基礎技術の研修が行われた。

マニサとイスタンブールにおいて工場や研修施設の視察も実施された。これらの視察は、産業におけ
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る IAT と IAT 教育のスタンダードを知るうえで重要である。それぞれのコースにおいて、参加者から

の発表、ワークショップ、情報交換などが行われた（第 2 回研修が、IAT 中級から IAT 基礎に変更に

なった理由は、本報告書 3.2.1.1を参照）。 

全体的に、参加者は研修が成功だったと評価しており、トルコを訪れて参加者間やトレーナーとの

知識・意見の交換などが今後の役に立つと感じている（第 2年次業務進捗報告書参照）。 

 

3.2.3.5 パキスタンの国別研修 

研修戦略にもとづき、パキスタンの参加者に対する国別研修が 3 回実施された。IAT 基礎は 2012 年

12月 3日～21日、IAT中級は 2013年 11月 4日～22日、IAT上級は 2014年 12月 8日～26日の日程で

実施された。IAT 基礎と中級については 10 人、上級については 9 人が参加した。パキスタンは、基礎

から上級までの全てのコースを修了した唯一の参加国となった。 

全てのコースは、TTC で実施され、IAT 基礎では基礎技術の研修が行われた。マニサとイスタンブ

ールにおいて工場や研修施設の視察も実施された。これらの視察は、産業における IAT と IAT 教育の

スタンダードを知るうえで重要である。IAT中級では基礎研修で習得した技術と知識を用い、より高度

な研修が実施された。IAT 上級では研修の他にブルサにおいてトファシュ(TOFAS)の工場視察が組み込

まれた。この視察により、産業における IAT の重要性への理解が深まった。それぞれのコースにおい

て、参加者からの発表、ワークショップ、情報交換などが行われた。 

全体的に、参加者は研修が成功だった評価しており、トルコを訪れて参加者間やトレーナーとの知

識・意見の交換などが今後の役に立つと感じている（第 2年次業務進捗報告書参照）。 

 

3.2.3.6 合同研修対象国の管理職研修 

研修戦略に基づき合同研修対象国の管理職研修が実施された。研修は、2012年 11月 5日～16日に実

施され、参加者は、アフガニスタン 2人、キルギス 2人、パレスチナ 2人、タジキスタン 2人の計 8人

であった。 

 

表 3.13合同研修対象国の管理職参加者数 

コースタイトル 期間 国名 受入枠人数 参加者人数 

管理職研修 2012年 11月 5~16日 
（2週間） 

アフガニスタン 2 2 

キルギス 2 2 

パレスチナ 2 2 

タジキスタン 2 2 

トルクメニスタン 2 0 

 

管理職研修は TTC で実施され、IAT における基礎技術の研修が行われた。イズミール、マニサとイ

スタンブールにおいて工場や研修施設の視察も実施された。これらの視察は、産業における IAT と

IAT 教育のスタンダードを知るうえで重要である。研修中に、インターセクトリアルミーティングが開

催された。このミーティングの目的は、本プロジェクトにおける研修参加国のニーズを参加国の視点

から探ることであり、その結果を今後の研修に活かすための話し合いの場を設けることであった。 

全体的に、参加者は研修が成功だったと評価しており、トルコを訪れて参加者間やトレーナーとの

知識・意見の交換などが今後の役に立つと感じている（第 1年次業務進捗報告書参照）。 
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3.2.3.7アフガニスタン、パレスチナの合同研修（英語コース） 

前に述べたように、アフガニスタンの候補者は、本研修の参加条件を満たすことができず、パレス

チナの参加者にのみ研修が実施された。IAT 基礎が、2014 年 1 月 6 日～31日と同年 11月 10日～12月

5日の 2回行われ、第 1回は 7人、第 2回は 5人が参加した。  

それぞれのコースは、TTC で実施され、IAT における基礎技術の研修が行われた。マニサとイスタ

ンブールにおいて工場や研修施設の視察も実施された。これらの視察は、産業における IAT と IAT 教

育のスタンダードを知るうえで重要である。第 2 回研修に参加した参加者のレベルが高かったため、

カリキュラムを一部変更して IAT 中級の内容が組み込まれた。それぞれのコースにおいて、参加者か

らの発表、ワークショップ、情報交換などが行われた。 

全体的に、参加者は研修が成功だったと評価しており、トルコを訪れて参加者間やトレーナーとの

知識・意見の交換などが今後の役に立つと感じている。 

 

3.2.3.8 キルギス、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタンの合同研修（ロシア語コース） 

研修計画に基づいてキルギス、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタンに対する合同研

修（ロシア語コース）が 3 回実施された。上述のように、ウズベキスタンは、第 1 回 IAT 基礎に 2 人

の参加者を派遣したが、その後の 2 回に関しては参加者の派遣がかなわなかった。第 1 回は 2013 年 4

月 15日～5月 10日、第 2回は 2014年 4月 14日～5月 9日、第 3回は 2015年 1月 5日～30日の日程で

実施された。第 1回はキルギスより 2人、タジキスタンより 3人、トルクメニスタンより 4人、ウズベ

キスタンより 2人の計 11人の参加があった。第 2回はキルギスより 5人、タジキスタンより 3人、ト

ルクメニスタンより 2人の計 10人だった。第 3回はキルギスより 5人、タジキスタンより 5人の計 10

人で研修を行った。 

全てのコースは TTC で実施され、IAT における基礎技術の研修が行われた。第 1 回研修では、イズ

ミールとイスタンブールにおいて工場や研修施設の視察が実施され、第 2 回では、イズミール、マニ

サ、イスタンブール、第 3 回研修では、マニサとイスタンブールで実施された。これらの視察は、産

業における IAT と IAT 教育のスタンダードを知るうえで重要である。それぞれのコースにおいて、参

加者からの発表、ワークショップ、情報交換などが行われた。 

全体的に、参加者は研修が成功だったと評価しており、トルコを訪れて参加者間やトレーナーとの

知識・意見の交換などが今後の役に立つと感じている。 

 

3.2.4 合同研修対象国のニーズ分析と人材育成セミナーの実施 

これらは、合同研修管理職研修（3.2.3.6）の一環として 2012 年行われた。研修期間中、第 1 回イン

ターセクトリアル・ミーティングが、2012 年 11 月 7 日～8 日に行われた。このミーティングの目的は、

合同研修に参加する国の実情と各国の IAT スタンダードを確認することであった。その理由として、

国別研修対象国では、ニーズ調査を実施し情報を収集できたが、合同研修対象国（とウズベキスタン）

は、同様の調査ができなかったためである。この会合で得た情報をもとに、ニーズ分析と人材育成セ

ミナーが行われ、今後の研修に役立つ話し合いが行われた（第 1 年次業務進捗報告書（英文）参照）。  

 

3.2.5 研修内容の評価 

実施された研修内容の評価を行うため、次の 4項目を用いて評価が実施された。それは (A) モジュー



トルコ国中央アジア・中東向け自動制御技術普及プロジェクト 事業完了報告書 

26 

ル評価、(B) 全体評価、(C) 評価会議、(D) 学習実績評価である（表 3.14参照）。結果に関しては別添 7

を参照のこと。  

 

表 3.14評価ツールの説明 
評価ツール 内容 

(A) モジュール評価 モジュールとその要素の効果と弱点を洗い出す際に用いられる。主に講義などで科

目の改善などに役立つ。 

(B) 全体評価 研修の効果やコースマネジメントの効率性を見極める際に用いられる。参加者から

のコース内容、コースマネジメントなどの満足度調査などにも用いられる。 

(C) 評価会議 参加者から直接聞き取りを行うことである。本プロジェクトでは、JICA、MoNE、
TIKAらの関係者も会議に参加した。  

(D) 学習実績評価 参加者の知識や技術の習得度を測るツールである。本プロジェクトでは、参加者の

達成度調査に使用した。 

 

3.3 成果 3: フォローアップシステムが構築される 

 

3.3.1 研修後の各国におけるフォローアップ計画の作成 

参加者の帰国後の活動をサポートするため、フォローアップ計画が作成された。フォローアップは、

基本的に WBTSSを用いて行われる。WBTSSを用いた主な活動には、以下の事項が含まれる。  

 参加者の活動モニタリング 

 追加の技術指導 

 活動実施に必要事項に関するリクエスト対応 

 追加サポートの提供 

 機材リストの送付、特定分野に関するサポート、コース内容のデジタル版の配布等の実質的なサ

ポートの実施 

 

フォローアップの構成は、主に以下の事項からなる。  

(1) 研修実施期間中の準備 

研修実施中に参加者が WBTSS の操作に慣れるよう、WBTSS の目的やダウンロード、ファイルの

添付などの基本操作方法、調査票への回答の仕方、E メールの送付への仕方、カレンダーのアップ

デートなどの基本的な操作方法の研修を行った。 

 

(2) 帰国後の研修実施（OJT） 

WBTSS のカレンダーを用い、研修中に参加者が作成したアクションプランをフォローする。必要

に応じて技術的なサポートを行う。 

このフォローアップは、国別研修と合同研修の両方で行われた。WBTSS に関しては、以下のター

ゲット5を想定した。 

(a) 管理職 

研修時に作成したアクションプランのサポート。特に、管理に関する項目に重点を置く。 

                                                 
 
5 国別研修と合同研修に関しては、上級管理職（エグゼクティブ）、管理職、TVET教員の 3組のターゲッ

トグループがある。ただし、上級管理職に関しては、研修の目的が IATの重要性の認識に置かれているため、

フォローアップのターゲットは管理職と教員の 2組に絞った。  
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(b) TVE教員 

研修時に作成したアクションプランのサポート。特に、技術に関する項目に重点を置く。 

 

3.3.2 WBTSSの開発 

フォローアッププラン（3.3.1）にあるように、WBTSS が開発された。これは、参加者間、参加者と

TTC 教員間のコミュニケーションを促進し、参加者が帰国した後もサポートを実施できるように開発

された。 開発に関しては、JICA専門家と TCCの CPが行った。ただし、作業量の効率化の観点から、

ウェブシステムの構築に関しては外部の業者が行った。開発されたシステムは、TTC 内のサーバーに

アップロードされ、TTC のウェブサイトとともに管理されている。情報の更新なども TCC の CP によ

って行われており、本プロジェクトを通して使用された。 

 

(1) 目的 

 参加者のマネジメントスキル、ツール、活動などに関するプロジェクト・マネジメント・システ

ム全般の能力向上  

 効率的な情報共有 

 分析、フォローアップ過程、タイムスケール、予算、リソース、リスクなど、プロジェクト成功

のために必要な活動を行うため 

 プロジェクトのサイクル、イニシアチブ、計画、実施、終了などを提供するため 

 プロジェクト期間中における参加者の活動の管理とモニタリングのため 

 プロジェクトの目的達成、良好な結果と評価を導き出すため 

 

(2) 対象 

9カ国の職業訓練校の教員 

パキスタン、ウズベキスタン、カザフスタン、アゼルバイジャン、アフガニスタン、パレスチナ、キ

ルギス、トルクメニスタン、タジキスタンの約 100人 

 

(3) WBTSSウェブサイトの内容 

 TTCからの更新情報の掲示 

 3年間のマネジメントカレンダー 

 ブログ 

 ディスカッションやファイル共有などのインタラクション 

 

(4) 開発スケジュール (2013年) 

 

表 3.15 WBTSS作成スケジュール 
活動 期間（日にち） 備考 

ウェブ会社の提案と見積収集 6月 12日まで 担当：ブレント氏と仲里専門家 
ウェブ会社の選定 6月 19日まで プロジェクトと契約締結 
ウェブデザインの作成 8月 31日まで 担当：ブレント氏 
1回目の試作版 9月 30日まで 担当：ブレント氏 
WBTSSセミナー 10月 18日まで 発表：ブレント氏 
WBTSSの使用開始 9月 30日まで 関係者全員 
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(5) 想定される成果 

1) 研修の活動と教育戦略が明確化されることにより、参加者の理解度と参加意識を向上させる土

壌の構築に役立つ。 

2) OJTにより、研修活動のスキルと知識、TTCトレーナーの研修教材作成能力が改善される。 

3) 研修戦略の明確化により、CPのオーナーシップ意識と自立意識が醸成される。 

4) 人材開発システムを強化することにより、組織全体（研修活動実施能力）の強化につながる。 

 

3.3.3 ウェブシステムの効果的な操作のためのセミナー開催 

表 3.16に示す日程で、TTCトレーナーのための WBTSSセミナーが 2回開催された。 

 

表 3.16 WBTSSセミナーの日程 
 期日 場所 テーマ 

第 1回セミナー 2012年 9月 18日 カラススホテル 
チェシュメ WBTSSとは 

第 2回セミナー 2012年 9月 20日 TTC WBTSSの操作 

 

セミナー内容 

      1) WBTSSの目的 

      2) WBTSSの対象 

      3) IAT管理職のための戦略 

       3-1) トルコでの研修 (Off JT) 、母国での研修 (OJT) 

       3-2) トルコでの研修時における WBTSSの評価の仕方 

   3-3) 帰国後の WBTSSの評価の仕方  

4) IAT教員（参加者）のための戦略 

       4-1) トルコでの研修 (Off JT) 、母国での研修 (OJT)  

       4-2) トルコでの研修時における WBTSS評価方法 

       4-3) 帰国後の WBTSSの評価方法  

5) 次回への提言 
      6) WBTSSの操作 
 

3.3.4 計画に基づいたフォローアップの実施 

本プロジェクト 1 年次の終了後、パキスタンの参加者を除き、WBTSS はあまり活発に使用されなか

った。これには 3 つの理由が考えられる。第 1 に言語の問題が挙げられる。WBTSS には自動翻訳機能

を付けたが、機能に限界があり参加者からの投稿があっても、TTC トレーナーが内容を適切に理解で

きない事態が発生した。第 2 に、参加者の職場におけるインターネット環境が十分整備されていなか

ったことが挙げられる。第 3 の理由は、参加者の年齢が上がるにつれ、新たな IT 環境への順応が進ま

なかったためである。 

上記の問題から、フォローアップについては WBTSS と並行して、TIKA を通じて郵便で調査票を配

布し回収する方法を取った。各研修コースは終了から 3 カ月後、担当のコースリーダー（TTC 職員）

から全ての参加者に対し、調査票（アンケート）が配布された（ただし、プロジェクト終了直前に行
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われたパキスタン上級研修と最終合同研修は除く）。この調査票配布の目的は、参加者の帰国後のア

クションプランに基づく活動のモニタリングである。上記のフォローアップは、6 カ月を目途に調査票

の回収を主な活動として実施された。フォローアップの達成度を以下の表に記載した（国別研修は表

3.17、合同研修は表 3.18 を参照）。パキスタン上級研修と最終合同研修に関しては、コースリーダー

が調査票の配布を行い、継続して調査票回収などに努める（別添 8参照）。 

 

表 3.17国別研修フォローアップ状況（調査票配布） 

番号 国別研修 
コースタイトル 
（言語、期間） 

国名 
参加者人数 

参加者 
合計人数 

各国 
回答数 

回答人数 
合計 回答率 

1 管理職研修（ロシア語） 
2012年11月5日–16日 
（2週間） 

アゼルバイジャン(7) 15 アゼルバイジャン
(4) 

4 27% 

 カザフスタン(8) カザフスタン(0)  

2 IAT基礎（英語） 
2012年12月3日-21日 
（3週間） 

パキスタン(10) 10 パキスタン(10) 10 100% 

3 IAT基礎（ロシア語） 
2013年6月3日-28日 
（4週間） 

カザフスタン(12) 12 カザフスタン(3) 3 25% 

4 IAT基礎（トルコ語） 
2013年9月16日-10 月11日 
（4週間） 

アゼルバイジャン(9) 9 アゼルバイジャン
(2) 

2 22% 

5 IAT中級（英語） 
2013年11月4日-22日 
（3週間） 

パキスタン(10) 10 
 

パキスタン( 5) 5 50% 
 

6 IAT中級（ロシア語） 
2014年6月2日-20日 
（3週間） 

カザフスタン(12) 12 カザフスタン (6 ) 6 50% 

7 
IAT基礎（トルコ語） 
2014年10月13日-11月7日 
（4週間） 

アゼルバイジャン(6) 6 アゼルバイジャン

（） 
調査票は配布

されたが、回

収時期に達し

ていない。 

 

8 IAT上級（英語） 
2014年12月8日-26日 
（3週間） 

パキスタン(9) 9 パキスタン（） 調査票配布時

期に達してい

ない。 

 

 合計 68 30 45% 

（注）エグゼクティブ研修では、フォローアップを実施していない。 

 

表 3.18合同研修フォローアップ状況（調査票配布） 

番号 国別研修 
コースタイトル 
（言語、期間） 

国名 
参加者人数 

参加者 
合計人

数 

各国 
回答数 

回答人数 
合計 

回答

率 

1 IAT基礎（ロシア語） 
2013年4月15日–5月10日  
（4週間） 

キルギス(2) 11 キルギス(2) 6 55% 

 タジキスタン(3) タジキスタン(3) 
 トルクメニスタ

ン(4) 
トルクメニスタ

ン(1) 
 ウズベキスタン

(2) 
ウズベキスタン
(0) 

2 IAT基礎（英語） 
2014年1月6日–31日 
（4週間） 

パレスチナ(7) 7 パレスチナ(2) 2 29% 

 アフガニスタン
(0) 

アフガニスタン
(0) 
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3 IAT基礎（ロシア語） 
2014年4月14日–5月9日 
 （4週間） 

キルギス(5) 10 キルギス(2) 2 20% 

 タジキスタン(3) タジキスタン
( 0) 

 トルクメニスタ

ン(2) 
トルクメニスタ

ン(0) 
 ウズベキスタン

(0) 
ウズベキスタン
( 0) 

4 IAT基礎（英語） 
2014年11月10日–12月5日 
（4週間） 

パレスチナ(5) 5 パレスチナ( ) 調査票は配布さ

れたが、回収時

期に達していな

い。 

 

 アフガニスタン
(0) 

アフガニスタン
( ) 

5 IAT基礎（ロシア語） 
2015年1月5日–30日 
（4週間） 

キルギス(5) 10 キルギス( ) 調査票配布時期

に達していな

い。 

 

 タジキスタン(5) タジキスタン( ) 
 トルクメニスタ

ン(0) 
トルクメニスタ

ン( ) 
 ウズベキスタン

(0) 
ウズベキスタン
( ) 

 合計 28 10 38% 

（注）管理職研修には、アクションプランの作成がカリキュラムに組み込まれていないため、フォローアップは実施されていない。 

 
3.3.5 インパクト調査の評価 

インパクト調査の対象となったコースは、国別研修 6コースと合同研修 3コースの合計 9コースであ

る。各国参加者に対し、調査票が研修終了から 3カ月後に配布され、6カ月以内に回収された。集計結

果によると、42%の参加者（96人中 40人）が調査票に回答を寄せた。以下のグラフは 全 9コースの結

果を表している。 

調査票に回答した 40人が、アクションプランにおいて計 125項目の基準を設けた。このうち、53%

の項目で活動が完了し、17%でほぼ完了した。24%は開始されたばかりで、4%に関してはまだ開始さ

れていない。これらの集計結果から、研修は効果的であったと結論づけられる。 

 

 
図 3.4アクションプランの達成度 (アクションプランの全体項目数（回答者のみ）:125) 
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3.4 マネジメント活動 

 

3.4.1 合同調整委員会（JCC）の開催 

本プロジェクト期間中に JCC は合計 8 回（臨時会合を除く）が開催された。JCC の主な目的は以下

のとおり。 

(1) 各年の業務計画を承認する。 

(2) 実施された活動を評価する。 

(3) プロジェクト内の課題について話し合い、解決に向けて提言する。 

 

開催された JCCの会議内容を表 3.19 にまとめた。 

 

表 3.19合同調整委員会（JCC） 
JCC 場所、参加者数 主な内容 

第 1回 
2012年 4月 12日 

シェラトンホテル、アンカラ 
参加者 15 人 
(レセプション招待者 42人) 

 PDM (Project Design Matrix)の確認 
 全体スケジュールの確認 
 1年次事業計画に関するディスカッション 
 プロジェクト開会レセプション 

第 2回 
2012年 6月 18日 

MoNE会議室、アンカラ 
参加者 16 人 
 

 ニーズ調査結果発表 
 研修プログラムの提案 
 CPアサインメントの提案 
 研修予算 
 PDMの修正 

第 3回 
2012年 11月 22
日 

MoNE会議室、 アンカラ 
参加者 16 人 

 3コースの研修実施結果 
 3コースの研修実施における教訓 
 2年次作業計画の提案 

第 4回 
2013年 6月 11日 

MoNE 会議室、アンカラ 
参加者 17人 

 対象国との連携に係る発表（TIKA） 
 2012年のプロジェクト実施の結果 
 2012年の第 3国研修の教訓 
 2年次の活動に関する提案と業務計画の承認 
 PDM指標に関するディスカッション 

第 5回 
2013年 11月 8日 

キングホテルギュベンリク、アン

カラ 
参加者 20人 

 プロジェクトの課題に関わる発表とディスカッション 
 プロジェクト終了後の TTCの継続性と持続性について 
 PDM指標に関わる確認と承認 

第 6回 
2014年 7月 3日 

キングホテルギュベンリク、アン

カラ 
参加者 13人 

 2年次のプロジェクト活動の結果 
 3年次の業務計画 
 TTC専門家のカザフスタン派遣について 
 プロジェクト終了後の TTCの継続性と持続性について 

終了時評価のため

の臨時 
2014年 9月 26日 

アンカラ 
参加者 8人 及び オブザーバー1人 

 終了時評価に関するディスカッション 
 プロジェクト延長に関するディスカッション 

第 7回 
2014年 12月 23
日 

チャンカヤ IMKB 観光専門学
校 、アンカラ 
参加者 15人 

 活動の進捗とプロジェクト終了に向けたスケジュール 
 新規案件の可能性に関する懇談 
 新規プロジェクト案に関わる発表とディスカッション 

第 8回 
2015年 3月 10日 

TTC、イズミール 
参加者 19人 

 プロジェクト 3年間の活動に関する発表 
 主な成果と教訓に関わる発表 
 プロジェクト終了後に TTCの活動に関わる提案 
 プロジェクトの成果の展示と IATシステムの 実演 
 プロジェクト終了レセプション 

 
3.4.2 活動実施計画の作成 

日本人専門家チームは、2011 年 11 月 28 日付で取り交わされ R/D をもとに、3 年間の活動実施計画

を作成した（別添 9参照）。 
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3.4.3 PDMにおける客観的な指標の設定・承認 

この活動は当初、第 2回 JCCにおいて計画されていたが、JCC参加者の合意により、1年次の活動が

終了する第 4 回 JCC で指標の設定を行うこととなった。ニーズ調査の結果をふまえ、エグゼクティブ

研修が教員レベルでの研修の前に実施された。この研修において、国別研修対象国のアクションプラ

ンが作成された。以上をふまえ、最終的に PDM の指標は第 5 回 JCC において承認された（別添 1 参

照）。 

 

3.4.4 業務計画書の作成・承認 

プロジェクトチームは、各年で業務計画を作成して JCC に提示した。これらの計画は、JCC の場で

話し合われ承認された。1 年次については第 1 回 JCC、2 年次については第 4 回 JCC、3 年次について

は第 6回 JCCで承認された（別添 2参照）。 

 

3.4.5 研修内容における JCC議事録のサポート 

本プロジェクトでは、各年で MoNE、 TIKA、 JICA がコストシェアリングについての合意がなされ

た。プロジェクトチームは、これらに関する書類の作成、支出にかかわる情報等の提供を遅滞なく行

った（別添 11参照）。 

 

3.4.6 業務進捗報告書の作成 

第 1 年次業務進捗報告書は、プロジェクトチームよって作成され、JCC 参加者の検査をもって、

MoNE、TIKA、JICA に提出された。同様に、第 2 年次業務進捗報告書は、2014 年 4 月 27 日に提出さ

れた。 

 

3.4.7 プロジェクトの終了時評価の支援 

本プロジェクトの終了時評価は、MoNE、TIKA、JICA の連携のもと、2014 年 9 月 15 日～26 日の期

間で行われた。JICA により、評価コンサルタントが日本から派遣され、プロジェクトの目標達成度の

評価、教訓と提言が成された。プロジェクトチームは、評価が滞りなく行われるように、必要なデー

タ、レポート、プロジェクトの目標達成度の根拠などを提出した。評価コンサルタントの聞き取りに

も協力した。終了時評価の結果は「終了時評価報告書」としてまとめられた。 

 

3.4.8 プロジェクト結果の TTCへのフィードバックと CPへの支援 

日本人専門家とトルコ側 CP との間では、プロジェクトの結果に関わる自己評価と TTC の今後につ

いて、継続的に話し合いが持たれてきた。ここで生まれた案は、第 8回 JCCで共有された。 

 

3.4.9 事業完了報告書の作成 

2015年 3月 10 日に事業完了報告書（英文）ドラフトが JICA へ提出された。JICA からのコメント等

への対応が完了した後、最終的にまとめられ MoNE、TIKA、JICAへ提出される予定である。 
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4. 各年における成果ごとの実施タスク 
 
4.1 1年次の活動（2012年 4月 ～ 2013年 4月) 

 

1 年次に行った活動の要約を以下の表に示した。活動は、作業計画表改訂 5 版にあるように実施され

た（別添 2参照）。 

 

(1) 成果 1: 対象国の研修が適切に計画される 

表 4.1成果 1に関するタスク（1年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 1-1研修ターゲットが適切に設定さ
れる。 

 国別研修対象国（パキスタン、カザフスタン、アゼルバイジャン）

に対するニーズ調査が 2012年 5月~6月に行われた。この調査によ
り、各国に対する適切な研修プログラムが設定された。 

 2012年 11月に実施された合同研修対象国の管理職研修により、各

国に対する適切なプログラムが設定された。 
タスク 1-2 対象国のニーズと現状が分析さ
れる。 

 対象国における経済状況、産業化レベル、技術教育、職業訓練シス

テム、技術的ニーズ等の分析が行われた。既存の資料等を活用し、

研修コース計画が明確化された。 

タスク 1-3 国別研修対象国にニーズ調査団

が派遣される。 
 当初の計画では、パキスタン、カザフスタン、アゼルバイジャン、

ウズベキスタンにおける IAT職業教育のニーズを調査するものであ

った。ニーズの特定のため、TTC、TIKA、JICAから構成されるニ

ーズ調査団が、2012年 5月~6月の期間にパキスタン、カザフスタ

ン、アゼルバイジャンを訪れた。ただし、ウズベキスタンに関して

は、先方政府との調整が不調に終わり、訪問はかなわなかった。 

タスク 1-4 各対象国のターゲット機関が選

定される。 
 TTC、TIKA、JICAから構成されるニーズ調査団が、2012年 5月~6

月の期間にパキスタン、カザフスタン、アゼルバイジャンを訪れ

た。この調査により、各国の職業訓練状況の把握と 3年間の研修タ

ーゲット内容を想定できた。 
 当初、このニーズ調査では、ウズベキスタン訪問も予定されていた

が、ウズベキスタン政府との調整が不調に終わり、訪問はかなわな

かった。 
タスク 1-5 各国に対する具体的なターゲッ
トが設定される。 

ニーズ調査の結果と合同研修国管理職研修から各国における以下のター

ゲットが特定できた。 
 パキスタン: IAT 基礎、 中級、 上級 
 カザフスタン: IAT 基礎、 中級 
 アゼルバイジャン : IAT 基礎、 中級（その後、基礎のみに変更） 
 合同研修国 : IAT 基礎 

タスク 1-6 研修カリキュラムが作成/改善
される。 

 各国のレベルと目標に合わせて、国別研修と合同研修のカリキュラ

ムが作成され、プログラムに合わせて修正が加えられた。 

タスク 1-7 研修教材が作成・改善される。  TTCトレーナーが、既存の研修教材の改善・改訂を行った。 
 参加者の使用言語に対応するため、トルコ語の他に、英語とロシア

語の教材が作成された。 
タスク 1-8 IDワークショップが実施され

る。 
TTCにおいて、第 3国研修プログラムのためのレビューに関するワーク

ショップが 2012年 10月 16日~19日の期間に日本から外部講師を招いて

行われた。このワークショップにおいては、第 3国研修の技術面とマネ

ジメント面における振り返りと改善が主なテーマであった。主なプログ

ラムを以下に示す。 
 第 3国研修管理・マネジメントのワークショップ 
 インストラクショナル・デザインのセミナー 
 第 3国研修教材レビューのワークショップ 

タスク 1-9 研修スケジュールが決定され
る。 

 研修スケジュールと参加者数に関して、活動の進捗具合に基づき、

第 3回 JCCで合意された。 
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タスク 1-10 GIが作成され対象国に配布さ
れる。 

 カリキュラムと研修スケジュールに基づき、国別研修と合同研修対

象国に関する GIが作成された。 
 各国に GIが配布された。 

 
(2) 成果 2: ターゲットグループに対して効果的に研修が実施される 

表 4.2成果 2に関するタスク（1年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 2-1 各国の参加者が選定される。  
タスク 2-1-1 国別研修の参加者が選定され

る。 
 TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、国別研修参加者が選

定された。  

タスク 2-1-2 合同研修の参加者が選定され

る。 
 TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、合同研修参加者が選

定された。 

タスク 2-2 ロジスティックスのアレンジ。  TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、研修が滞りなく準備

された。 

タスク 2-3 研修の実施。  
タスク 2-3-1 国別研修対象国エグゼクティ

ブ研修が実施される（カザフスタン、パキ

スタン、アゼルバイジャン）。 

 国別研修対象国エグゼクティブ研修が、2012年 11月 5日~10日の期

間で実施された。 
参加者は、パキスタンより 2 人、カザフスタンより 1 人、アゼルバ
イジャンより 1人の計 4人であった。 

タスク 2-3-2 国別研修対象国管理職研修が

実施される（カザフスタン、アゼルバイジ

ャン）。 

 カザフスタン、アゼルバイジャンを対象とした管理職研修が 2012
年 11月 5日~16日の期間で実施された。 

 アゼルバイジャンから 7 人、カザフスタンから 8 人の計 15 人の職

業訓練校校長が研修に参加し、IAT 教育導入に係るアクションプラ

ンを作成した。 
タスク 2-3-5 パキスタンに対する国別研修

が実施される。 
 パキスタンに対する国別研修が 2012 年 12 月 3 日~21 日の期間で実

施され、10人が参加した。 

タスク 2-3-6 合同研修国管理職研修が実

施される。 
 アフガニスタン、パレスチナ、キルギス、タジキスタン、トルクメ

ニスタンに対する合同研修国管理職研修が、2012 年 11 月 5 日～16
日の期間で実施された。 

 トルクメニスタンからの参加者はいなかったが、その他の国から

は、各 2人が参加した。 

タスク 2-3-8 キルギス、タジキスタン、ト

ルクメニスタン、ウズベキスタンに対する

合同研修（ロシア語）が実施される。 

 合同研修（ロシア語）が 2013 年 4 月 15 日~5 月 10 日の期間で実施
され、キルギスから 2 人、タジキスタンから 3 人、トルクメニスタ
ンから 4人、ウズベキスタン 2人の計 11人が参加した。 

タスク 2-4 ニーズ分析と人材育成セミナー
が実施される。 

 4 カ国 8 人が参加し、セミナー結果に関するディスカッションや評

価が行われた。  
タスク 2-5 研修内容が評価される。  シラバス、研修計画、カリキュラム、研修教材と評価方法が改善さ

れた。 

 

(3) 成果 3:  フォローアップシステムが構築される 

表 4.3成果 3に関するタスク （1年次） 
タスク 活動の結果 

タスク  3-1 研修対象各国の参加者に対す

るフォローアップ計画が作成される。 
 帰国後のフォローアップ計画が作成された。 

タスク 3-2-1 WBTSSが開発される。  参加者間、参加者と TTC トレーナー間で、帰国後の技術的なサポ

ートなどを行うため、WBTSSが開発された。 

タスク 3-2-2 WBTSS の効果的な操作に関

するセミナーが開催される。 
 TTC トレーナー（教員）向けの WBTSS 操作セミナーが開催され

た。 

 
(4) マネジメント活動 

表 4.4マネジメント活動に関するタスク（1年次） 
タスク 活動の結果 

第 1回 JCCの開催（2012年 4月 12日） 第 1回 JCC の要点を以下にまとめた。 
 PDMと R/Dで示されている実施体制と内容の確認 
 全体スケジュールと活動の確認 
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 1年次の活動計画のドラフト 
第 2回 JCCの開催（2012年 6月 18日） 第 2回 JCC の要点を以下にまとめた。 

 TTCトレーナーのアサインメント 
 研修予算 
 PDMの修正 

第 3回 JCCの開催（2012年 11月 22日） 第 3回 JCC の要点を以下にまとめた。 
 最初の 3回の研修における教訓 
 研修内容とその教授法についての報告 
 福利厚生とサービス（宿泊施設、健康管理、交通手段等）について

の報告 
プロジェクト実施計画が策定される。  第 1回 JCCで確認された。 

業務計画書が作成され、承認される。  第 1・2回 JCCで承認された。 

研修内容に関する JCC議事録(M/M)の支
援。 

 内容が各 JCCで発表された。 

業務進捗報告書が作成される。  2013年 4月に提出された。 

 

4.2 2年次の活動 (2013年 5月 ～ 2014年 4月) 

 

2 年次に行った活動の要約を以下の表に示した。活動は、作業計画表改訂 5 版にあるように実施され

た（別添 2参照）。 

 

(1) 成果 1: 対象国の研修が適切に計画される 

表 4.5成果 1に関するタスク（2年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 1-6: 研修カリキュラムが作成/改善

される。 
 2013 年 6 月 22 日~23 日の期間にクシャダスで開催された第 3 国研

修カリキュラム作成ワークショップにおいて、研修カリキュラムは

TTCトレーナーと日本人専門家が作成した。 

タスク 1-7:研修教材が作成・改善される。  カザフスタン国別研修 IAT 基礎（2013年 6月 3-28日）の実施に基

づき、研修教材の改善と改訂が上記のワークショップで行われた。 

タスク 1-9:研修スケジュールが決定され

る。 
 修正された研修スケジュールと期間は、第 4・5 回 JCC において提

案・承認された。 

タスク 1-10: GIが作成され対象国に配布さ

れる。 
 研修開始前に国別情報の GIが作成され各国に配布された。 

タスク 1-11: 研修機材/マネジメント指導の
専門家派遣と研修内容改善に関する CP支
援が実施される。 

 IAT 専門家である熊谷英樹氏（新興技術研究所）が本プロジェクト

に派遣され、TTC トレーナーの研修カリキュラムの作成と改善を支

援した。 

タスク 1-12: MoNE 管理職の本邦研修が実

施される。 
MoNE 技術教育職業訓練総局（GDTVET）の管理職に対する本邦研修が

9日間（2013年 11月 16日~24日）の日程で実施された。主なプログラム

を以下に示した。 
 日本における IAT関連技術の動向視察 
 大学や職業訓練学校等における IAT教育の実態視察 
 JICAの国際研修センターの設備やサービス視察 
帰国後のフィードバックによると、管理職側は本プロジェクト実施に肯

定的なインパクトを受けたようである。 

 
(2) 成果 2: ターゲットグループに対して効果的に研修が実施される  

表 4.6成果 2に関するタスク（2年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 2-1-1 国別研修の参加者が選定され

る。 
 TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、国別研修参加者が選

定された。 
タスク 2-1-2 合同研修の参加者が選定され

る。 
 TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、合同研修参加者が選

定された。 
タスク 2-2 ロジスティックスのアレンジ  TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、研修が滞りなく準備さ

れた。 
タスク 2-3-3: カザフスタンに対する国別研  カザフスタンに対する国別研修が 2013年 6月 3日~28日の期間で実
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修が実施される。 施され、12人が参加した。 

タスク 2-3-4: アゼルバイジャンに対する国
別研修が実施される。 

 アゼルバイジャンに対する国別研修が 2013年 9月 16日~10月 11日
の期間で実施され、9人が参加した。 

タスク 2-3-5:パキスタンに対する国別研修
が実施される。 

 パキスタンに対する国別研修が 2013 年 11 月 4 日~22 日の期間で実
施され、10人が参加した。 

タスク 2-3-7: パレスチナ、アフガニスタン
に対する合同研修（英語コース）が実施さ

れる。 

 パレスチナとアフガニスタンに対する合同研修（英語コース）が

2014年 1月 6日~31日の期間で実施された。 
 パレスチナから 7人が参加した。 
 アフガニスタンからは、基準に達する候補者からの応募がな

かったため、参加者がいなかった。 
タスク 2-3-8: キルギス、タジキスタン、ト
ルクメニスタン、ウズベキスタンに対する

合同研修（ロシア語）が実施される。 

 合同研修（ロシア語コース）が 2014 年 4 月 14 日~5 月 10 日の期間

で実施された。 
 キルギスより 5人 
 トルクメニスタンより 2人 
 タジキスタンより 3人 
 ウズベキスタンに関しては、先方政府からの応募がなかった

ため、参加者がいなかった。 

タスク 2-5: 研修内容が評価される。  研修終了時のテスト、コースのモジュール、全体に関わる評価は概

ね良好であった。 
 研修内容については、各コースのモジュール評価が科目ごとに行わ

れた。 

 
(3) 成果 3:  フォローアップシステムが構築される 

表 4.7成果 3に関するタスク（2年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 3-2-1: WBTSSが開発される。  第 1年次に開発された WBTSSに修正・改善が加えられた。 

タスク 3-3: 計画に沿ったフォローアップ
が実施される。 

 参加者が研修期間中にアクションプランを作成した。 
 研修員に対し、研修終了 3 ヵ月後にインパクト調査フォームが送付

された。 
 一部の参加者から返答を回収し、必要に応じてフィードバックなど

を行った。 
タスク 3-4: 研修のインパクトが評価され
る。 

 研修効果に関しては、インパクト調査結果のモニタリングによって

評価された。 

 
(4) マネジメント活動 

表 4.8マネジメント活動に関するタスク（2年次） 
タスク 活動の結果 

第 4回 JCCの開催 （2013年 6月 11日） 第 4回 JCC の要点を以下にまとめた。 
 TIKAによる対象国の研修協力に関する発表 
 2012年のプロジェクト実施結果に関する発表 
 2年次の活動に関する提案 
 PDMの指標に関するディスカッション 

第 5回 JCCの開催 （2013年 11月 8日） 第 5回 JCC の要点を以下にまとめた。 
 プロジェクト進捗概況の発表 
 2014年~15年のスケジュールに関する修正の提案 
 2014年のアゼルバイジャン国別研修候補者に関わる提案 
 フォローアップの結果と研修効果の向上に関する戦略 
 プロジェクト終了後の TTC の継続性と持続性に係るディスカッシ

ョン 
 国民教育省技術教育職業訓練総局による TTC の効果的な活用につ

いての発表 
 PDM指標の確認と承認 

PDMの客観的な指標が最終化され確認され

る。 
 第 5回 JCCで承認した。 

業務計画書が作成され、承認される。  第 4回 JCCで承認した。 

研修内容に関する JCC議事録(M/M)の支
援。 

 内容に関する発表が各 JCCで行われた。 

業務進捗報告書が作成される。  2014年 4月に提出した。 
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4.3  3年次の活動 (2014年 5月～ 2015年 4月) 

 

3 年次に行った活動の要約を以下の表に示した。活動は、作業計画表改訂 5 版にあるように実施され

た（別添 2参照）。 

 

(1) 成果 1: 対象国の研修が適切に計画される 

表 4.9成果 1に関するタスク（3年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 1-6: 研修カリキュラムが作成・改

善される。 
 2014 年 6 月に派遣された IAT 短期専門家の指導と ID 専門家の指導

を受け、研修カリキュラムの改善が行われた。 
タスク 1-7: 研修教材が作成・改善され

る。 
 上記のワークショップにおいて、研修教材の更新と改訂が行われ

た。 
タスク 1-8: IDワークショップが実施され

る。 
 2014 年 6 月 24 日~27 日の期間にマルマリスで、第 2 回 ID ワークシ

ョップが開催され、IAT 基礎研修フレームワークの見直しと評価方

法の指導が行われた。 
タスク 1-9: 研修スケジュールが決定され
る。 

 研修スケジュールが第 6 回 JCC で決定・最終化され、当初より若干

の修正が加えられた。 
タスク 1-10: GIが作成され対象国に配布さ
れる。 

 GIが研修開始前に作成され各国に配布された。 

タスク 1-11: 研修機材/マネジメント指導の
専門家派遣と研修内容改善に関する CP支
援が実施される。 

 ID専門家の鈴木教授と IAT専門家の熊谷氏の支援により、研修カリ
キュラムと教材の改善が行われた。 

 
(2) 成果 2: ターゲットグループに対して効果的に研修が実施される 

表 4.10成果 2に関するタスク（3年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 2-1-1 国別研修の参加者が選定され

る。 
 TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、国別研修参加者が選

定された。 
タスク 2-1-2: 合同研修の参加者が選定され
る。 

 TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、合同研修参加者が選

定された。アフガニスタンに関しては、先方政府から本コースへの

適合性に難色が示されたため、参加者の派遣がなった。 
タスク 2-2: ロジスティックスのアレンジ  TIKA、 JICA、 MoNEと TTCの連携により、研修が滞りなく準備

された。 

タスク 2-3-3: カザフスタンに対する国別研
修が実施される。 

 カザフスタンに対する国別研修が 2014 年 6 月 2~20 日の期間で実

施され、12人が参加した。 

タスク 2-3-4: アゼルバイジャンに対する国
別研修が実施される。 

 アゼルバイジャンに対する国別研修が 2014 年 10 月 13 日~11 月 7

日の期間で実施され、6人が参加した。 

タスク 2-3-5: パキスタンに対する国別研修
が実施される。 

 パキスタンに対する国別研修が 2014 年 12 月 8~26 日の期間で実施

され、9人が参加した。 

タスク 2-3-7: パレスチナ、アフガニスタン
に対する国別研修（英語コース）が実施さ

れる。 

 国別研修（英語コース）が 2014 年 11 月 10 日から 12 月 5 日まで実

施された。 
 パレスチナより 5 人が参加したが、アフガニスタンに関して

は、先方政府から本コースへの適合性に難色が示されたた

め、参加者の派遣がなった。 

タスク 2-3-8: キルギス、タジキスタン、ト
ルクメニスタン、ウズベキスタンに対する

合同研修（ロシア語）が実施される。 

 合同研修（ロシア語）が 2014 年 4 月 14 日~5 月 9 日と 2015 年 1 月
5日~30日まで実施された。 
 キルギスより合計で 10人 (5/5) 
 タジキスタンより合計で 8人 (3/5) 
 トルクメニスタンより合計で 2人 (2/0) 
 ウズベキスタンに関しては、先方政府からの応募がなかった

ため、参加者がいなかった。 

タスク 2-5: 研修内容の評価が実施され
る。 

 研修内容については、各コースのモジュール評価が科目ごとに行わ

れた。 
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(3) 成果 3:  フォローアップシステムが構築される。 

表 4.11成果 3に関するタスク（3年次） 
タスク 活動の結果 

タスク 3-2-1: WBTSSが開発される。  第 2年次から更に修正が加えられた。 

タスク 3-3: 計画に沿ったフォローアップ
が実施される。 

 参加者が研修期間中にアクションプランを作成した。 

 研修員に対し、研修終了 3 カ月後にインパクト調査フォームが送付

された。研修員から以下の返答を回収した。 

 一部の参加者から返答を回収し、必要に応じてフィードバックなど

を行った。 
タスク 3-4: 研修のインパクトが評価され
る。 

 研修効果の評価は、インパクト調査のモニタリングをもって行われ

た。 

 
(4) マネジメント活動 

表 4.12マネジメント活動に関するタスク（3年次） 
タスク 活動の結果 

第 6回 JCCの開催（2014年 7月 3日） 第 6回 JCC の要点を以下にまとめた。 
 プロジェクトの進捗に関して MoNEからの発表 
 2年次のプロジェクト活動結果に関する発表 
 TTC の効果的な活用方法に係る発表 
 3年次の業務計画に関する発表 
 TTC専門家（教員）のカザフスタンへの派遣に関する説明 
 JICAによるプロジェクト評価と課題に関する発表 
 プロジェクト終了後における TTC の継続性と持続性のディスカッ

ション 
臨時 JCCの開催（2014年 9月 26日） 臨時 JCC の要点を以下にまとめた。 

 終了時評価に関する報告とディスカッション 
第 7回 JCCの開催（2014年 12月 23日） 第 7回 JCC の要点を以下にまとめた。 

 プロジェクトの進捗に関する報告 
 今後の技術協力プロジェクトについての発表 
 新規プロジェクトに向けた準備プロジェクトについての発表 
 本プロジェクトの延長に関するディスカッション（その後プロジェ

クト終了が決まった）。 
第 8回 JCCの開催（2015年 3月 10日） 第 8回 JCC の要点を以下にまとめた。 

 3年間の活動に関する発表 
 プロジェクト終了宣言 

業務計画書が作成され、承認される。  第 6回 JCCにて発表・承認された。 

研修内容に関する JCC議事録の支援。  各 JCCにて発表された。 

終了時評価の支援。  終了時評価の支援として、評価に必要なデータ・資料の提出やイン

タビューでの受け答え等を行った。 

TTCに対するプロジェクト実施結果のフ

ィードバックを行う。必要があれば、TTC
カウンターパートに対する追加の支援。 

 第 8 回 JCC において、TTC カウンターパートが 3 年間の振り返り

を発表し、日本人専門家チームは、プロジェクトにおける教訓・提

言の発表を行った。 

事業完了報告書を作成する。  2015 年 3 月 10 日に英文ドラフトを JICA トルコ事務所担当者に送

信した。4 月 15 日までに印刷・製本を完了し、JICA トルコ事務所

に郵送予定。 
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5. プロジェクトの成果と教訓 
 
第 2章において示したように、本プロジェクトでは多くの成果を生み出し、JCCメンバーをはじめト

ルコの関係者から高い評価を受けることができた。本章においてはプロジェクトの主要な成果をまと

めるとともに、プロジェクトチームによる教訓を整理した。 

 

5.1 プロジェクトの主な成果 

 

本プロジェクトによって確認されている成果を以下に示す。 

 

 第 3国研修参加国における高いインパクト 

3 年間のプロジェクトによって 9 カ国から合計 138 人の職業訓練に関わる教員、校長や管理職が、

トルコにおいて産業自動化技術（IAT）の研修に参加した。アンケートの結果、高い満足度が得ら

れるとともに、研修評価の結果から比較的高い修得度が達成できた。研修プログラムのインパク

トを裏付けることの一つが、2012 年 4 月に実施されたニーズ調査時において、パキスタンの教育

大臣（当時は専門・技術訓練省大臣）が本プログラムに対して強い関心とコミットメントを示し、

3 年間の研修プログラムの同意書に署名したことである。この後、次官が初年度 TTC で開催した

エグゼクティブプログラムに参加した。パキスタンの政府高官が本件にコミットしたことで、10

人の教員らが 3 年間にわたって TTC での研修に参加し、IAT 基礎から中級、上級までのコースを

修了することが可能となった。この結果、参加者は所属する組織において IAT コンテンツの導入

を始めている。もう一つの特記すべきインパクトの例がカザフスタンである。現地からの最新の

情報によれば、国別研修に参加したパイロット 4 校のうち 3 校において新しく IAT コースが開設

され、現在 127人の学生がこのコースを受講している。 

 

 質の高い研修プログラムが開発された  

産業自動化技術（IAT）やインストラクショナル・デザイン（ID）に関わる日本の第一人者が本プ

ロジェクトにおいて短期専門家として指導を行った。これらの指導により TTC のトレーナーの知

識や技術は著しく向上した。IAT に関わるカリキュラムは、3 年間にわたる開発と実地検証の繰り

返しにより、その技術的レベルと研修手法において国際スタンダードと言える質にまで引き上げ

られた。 

 

 トルコ語、英語、ロシア語の教材が開発された 

新しい IAT 基礎コースの教材が開発され、3 カ国語の教材としてまとめられた。これにより TTC

は、これらの言語を用いる国からの研修受け入れがいつでも可能となった。 

 

 高度な専門性を備えたトレーナーが育成された 

TTC トレーナーに対する能力強化は次の 5 項目基づいて計画され、指導、そしてその経過がモニ

タリングされた。それは、（1）IAT の知識と技術、（2）教授法スキル、（3）カリキュラム開発スキ

ル、（4）情報管理・活用スキル、（5）プロジェクトマネジメントスキル、である。これらのコン
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ピテンシーに基づき 3 年間の間に実施した CP を対象としたトレーナー訓練（TOT）ワークショッ

プや研修プログラムと教材開発・実施・評価過程での OJT 指導の結果、TTC トレーナーは質の高

い研修プログラムを提供できるレベルに達した。 

 

 最新の IATの教育システムの導入 

3 年間のプロジェクトにおいて研修プログラムの質を高めるために、JICA から最新の日本製 IAT

教育システム（機材）が供与された。このシステムは汎用性が高く、これを活用することにより、

短期間で IATに関わる包括的な知識とスキルを効果的に学習することが可能となった。 

 

 産業自動化を活用している工場との連携 

3 年間のプロジェクトにおいてイズミール、マニサ、ブルサ、イスタンブールの工場と提携し協力

関係を築き上げ、これによって各研修コースで工場の視察研修をより効果的に実施できるように

なった。特に、マニサの工場とは IAT に関わる教材の共同開発の合意も取り付け、実施すること

ができた。 

 

 大学や企業との連携 

2 年次に実施されたトルコ西部地域の大学実態調査によって、次の大学との情報共有や協力が可能

となった。デニズリ大学、ウスパルタ・スレイマン・デミレル大学、アフヨン・コジャテペ大学、

キュタフヤ・デュムルンプナール大学、ブルサ技術大学、エーゲ大学、デゲィズ大学である。

2014 年 12 月には TTC トレーナーが日本人専門家とともにイスタンブールにおいて開催された国

際先端産業自動化学会・展示会に参加し、産業自動化企業協会（ENOSAD）関係者と将来の協力

や情報共有を行うための新たな連携を取り付けた。 

 
5.2 プロジェクトによって得られた教訓 

 

3 年間の活動とその結果を振り返り、プロジェクトチームにより得られた教訓を以下に整理した。今

後これらの教訓が他のプロジェクトや TTCの将来の活動に役立つことが期待される。 

 

 国別研修プログラムについて 

本プロジェクトの国別研修は非常にユニークなプログラムと言える。まずコースを開始する前に

対象国に対してニーズ調査を実施し、それぞれの国の実態に合わせたコース戦略を設定するとと

もに、対象国のコミットメントを取り付けた。次に同じ対象者に対して 3 年間継続的・段階的に

訓練することはこれまでの国際研修プログラムにおいては前例が少ない。このような新しいアプ

ローチにより TTC トレーナーは日本人専門家とともに参加者に対して段階的に知識・技術の移転

を行った。参加者も翌年のコース受講の条件であることから、学んだ知識や技術を自国で共有す

ることにコミットし、インパクトの高い成果へとつながった。参加者の組織において新しいプロ

グラムの導入を促進した他の重要な要因が、TTC トレーナーによる参加者の帰国後のフォローア

ップである。国別研修においては各国のニーズが吸い上げられ、それに基づいて効果的な研修が

実施され、さらに自国における普及につながった。 
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 合同研修プログラムについて 

各対象国の教育やカリキュラムの状況が異なるので、参加者の選定においては共通の条件だけで

はなく、ある程度各国の現状を考慮する必要がある。これ以外では参加者の言語の違いが効果的

な研修やフォローアップの大きな壁となった。第 1 回の合同研修において 2 人の通訳（英語・ト

ルコ語とロシア語・トルコ語）を傭上した経験からの教訓として、研修コースは対象国の地理的

位置づけや国の発展のレベルに応じた分け方より、参加者の共通の言語を優先して対象国をまと

めるほうが重要であることを学んだ。合同研修を言語別で分けることにより、TTC トレーナーと

参加者や参加者間のコミュニケーションがより円滑に行えるようになった。 

 

 ウェブベース研修支援システムを用いたフォローアップについて 

理論的には WBTSSは帰国した参加者のフォローアップを行うために有効なツールである。パキス

タンのケースにおいては、参加者が活発に帰国後の活動について相談のためのコメントや質問を

書き込み、TTC トレーナーとのコミュニケーションが行われた。しかし他国においては、ウェブ

ベースのシステムを活用すること自体が非常に困難なケースもあることが明らかになった。これ

は言語の問題、IT 環境の問題、そして対象国の教育自体の問題に起因すると考える。言語の問題

に対処するために、WBTSS に自動翻訳機能を組み込むなどしたが、必ずしも精度が十分でなく参

加者による書き込みをトレーナーが理解するのが難しいなどの問題が生じた。IT 環境については、

多くの参加者の職場においてインターネット環境が整備されていないことが明らかになった。こ

れまでに使ったことがない新しいコミュニケーションシステムの活用に対して、特に年配の参加

者の適応力が低いことなども利用頻度が延びない要因となった。 

 

 対象国における IATのニーズについて 

アゼルバイジャンや合同研修の対象国などについては、IAT 教育の導入はまだ初歩の段階にあり、

大学ならともかく工業高校への IAT 教科の導入は時期尚早と言える。参加者の国々における人材

や参加者の所属する組織の設備・機材などの現状とニーズについての調査が必要であるが、トル

コで学んだ知識などを活用しコース内容を導入するためには、基礎的な IAT 機材の購入が不可欠

である。一方、カザフスタンやパキスタンについては、IAT 教育がトレンドとなっており需要が高

いため、本プロジェクトで実施した研修は非常に強いインパクトを与えた。 

 

MoNE と JICA による 14 年間の技術協力によって、TTC は国際基準の施設、機材、研修プログラム

とトレーナーが整備された。これはトルコ・日本双方による多額の予算投入と関係者の多大な努力の

賜物である。そういった意味では本プロジェクトの成果は 2 カ国間の長期的な協力と友情の結果であ

ると言える。 

プロジェクトチームとしては、今後 TTC がトルコとその周辺国における職業訓練高校の教員訓練や、

大学、産業団地や地域の工場などに対して、質の高い研修プログラムを提供していくことを強く期待

するものである。 
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別添1 Project Design Matrix (PDM) 第2版 

Project Title: The Industrial Automation Technology (IAT) Extension Project for Central Asian and Middle East Countries Duration: February 2012 – April 2015 

Implementing Agency: Ministry of National Education 

(MoNE) 

Collaborating Agency: Turkish Cooperation and Coordination Agency (TIKA) 

Target Site: Teacher Training Center (TTC) of Izmir Mazhar Zorlu Anatolian Technical and Industrial Vocational High School 

Target Countries: 1) Country Focused Training: Azerbaijan, Kazakhstan, Pakistan and 2) Group Training: Uzbekistan, Afghanistan, Kyrgyzstan, Palestine, Tajikistan and 

Turkmenistan 

Target Group: Teachers teaching IAT and related subjects in technical and vocational schools in target countries 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions 
Super Goal 
 
IAT human resources are developed in target 
countries.   

 
 
IAT department is established in at least in one of the 
participant’s institution. 

 
 
Follow up survey report 

 

Overall Goal 
 
Technical education and vocational training 
capacity on IAT of target countries is enhanced. 

 
 
Trial IAT program(s) is/are introduced to the 
participant’s institution. 

 
 
Follow up survey report 

 A decision was taken by the 
local government for the 
establishment of the IAT 
department. 

Project Purpose 
 
Technical education and vocational training 
capacity of teachers in IAT in target countries 
is enhanced. 

 
 
A. Kazakhstan: 
1. TVE administrators are aware of what and how 

to 
introduce IAT program into the TVE. 

2. At least 4 TVE colleges are selected as IAT 
Pilot 
College. 

3. At least 3 teachers from each pilot college 
become 
capable of teaching basic and intermediate IAT 
course as team. 

 
 
A. Kazakhstan: 
1. Course implementation reports 

 
2. Need survey report, project 

progress report 
3. Course implementation reports 
 
 
4. Impact survey report 
 
 

 Equipment are purchased by the 
participant institution. 

 IAT Curriculum(s) is/are 
approved by the Ministry of 
Education of target countries. 

 Teachers trained in Turkey are 
assigned to conduct the new 
curriculum at each target 
country. 



4. Basic IAT course program(s) is/are developed 
based on the training at TTC. 
 

B. Pakistan: 
1. TVE administrators are aware of what and how 

to 
introduce IAT program in their schools. 

2. At least 3 or more institutions are selected for 
the 
participation to training in TTC. 

3. 10 teachers are trained in Basic, Intermediate 
and 
Advance IAT course at TTC. 

 
C. Azerbaijan: 
1. TVE administrators are aware of what and how 

to 
introduce IAT program in their schools. 

2. At least one institution is selected as IAT pilot 
college. 

3. 20 teachers are trained in Basic IAT course at 
TTC. 
  

D. Group Training target countries 
1. TVE administrators are aware of the importance 

of the IAT. 
2. At least 10 teachers from each country are 

trained in basic IAT course. 

B. Pakistan: 
1. Course implementation report, 

Impact survey report 
2. Course implementation report, 

Project progress report 
3. Course implementation report 
 
 
C. Azerbaijan: 
1. Course Implementation report, 

impact survey report 
2. Project progress report 

 
3. Course implementation report 

 
D. Group Training target countries 
1. Course implementation report 

 
2. Course implementation report 

Output: 
 
1. Training for target group is appropriately 

planned. 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
1-1 Appropriate training targets are set for each 

country focused training country. 
 

1-2 Appropriate training targets are set for group 
training. 

1-3 Appropriate training plans are prepared for 
country-focused training program. 

1-4 Appropriate training plans are prepared for 
group training program. 

 

 
 
1-1 Agreement document prepared 

with each country during the 
Need Survey 

1-2 Project progress reports 
 

1-3 Project progress reports 
 
1-4 Project progress reports 
 
 

 
 
 As results of the need survey in 

CFT target countries, local 
government agreed the target 
institution and content 
recommended by the survey 
team. 

 A discussion for training 
content identification was 
implemented among the GT 
target countries. 



2. Training for target group is effectively 
provided. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. Follow-up system is established. 

2-1  70% of the course participants are satisfied in 
terms of course content, course management 
and Accommodation services in GT courses and 
CFT courses. 

 
2-2 At least 80% of participants in country focused 

training achieve the 70 % of the learning 
performance. 

 
2-3 At least 80% of participants in group training 

achieve the 70% of the learning performance. 
 
3-1 Web-based information system is developed, 

installed and introduced during the training 
course. 
 

3-2 Training impact is properly assessed in second 
and third year in CFT countries, identifying the 
degree of utilization, its affecting factors, and 
recommendation(s) for improvement.  

 
3-3 Training impact is properly assessed in second 

and third year in GT countries, identifying the 
degree of utilization, its affecting factors, and 
recommendations for improvement. 

 

2-1  Results of the Course 
Questionnaire 

 
 
 
2-2  Results of the Course 

achievement tests  
 
 
2-3 Results of the Course 

achievement tests 
 
3-1 Project progress reports 

 
 

3-2 Follow up survey report for 
CFT countries 

 
 
 
3-3 Follow up survey report for GT 

countries 
 
 
  

Activities Inputs  
 Sufficient numbers of TTC 

counterparts are assigned to 
conduct the preparation, 
implementation and evaluation 
of the courses. 

 Necessary equipment s and 
facilities are provided for the 
course implementation at TTC. 

 Sufficient PC and smooth 
internet connection is provided 
at TTC to each participant. 

 Necessary PC and internet 
connection is provided at 

1-1 Identify detailed training needs of each 
country. 

1-2 Select target institution(s) in each country. 
1-3 Establish specific project targets for each 

country. 
1-4 Develop/ improve training curriculum. 
1-5 Prepare/ improve training material. 
1-6 Determine training schedule. 
 
2-1 Select participants. 
2-2 Arrange logistics. 

[Turkish Side] 
 
1) Personnel 
・ Project Director (Director General, General 
Directorate of Technical and Vocational Education) 
・ Deputy Project Director (Head of Department, 
General Directorate of Technical and Vocational 
Education) 
・ Project Manager (Principal, Izmir Mazhar Zorlu 
Anatolian Technical and Industrial Vocational High 
School) 

[Japanese Side] 
 
1) Experts 
・ Chief Advisor/ Training 
Management 
・ Coordinator/ Curriculum 
Development 
・ Other fields 
 
2) Following training cost: 
・ Air fare, Transportation, 



2-3 Implement training. 
2-4 Evaluate training. 
 
3-1 Develop follow-up plan. 
3-2 Develop web-based information system. 
3-3 Conduct follow-up of the CFT and GT 

participants though web-based information 
system as well as though the TIKA foreign 
offices. 

3-4 Evaluate the impact of the training based 
on the collected information. 

 

・ Project Coordinator (Teachers Training Center) 
・ IAT Trainers (TTC) 
・ Focal point person of TIKA 
 
2) Facilities 
・ Office space for experts at TTC 
・ Training facilities at TTC 
・ ICT facilities including PC, Server, LAN and 
Internet. 
 
3) Available data and information related to project 
 
4) Recurrent costs 
・ Supply of replacement of machinery, equipment, 
instruments, vehicles, tools, spare parts and other 
materials owned by Turkey side. 
・ Utility and other basic expenses to run project. 
 
5) Following training cost: 
・ Interpretation, Translation, Meeting expenses, 
Training material, Document printing, Excursion etc. 
 
6) Travel cost of joint needs survey mission to 
Azerbaijan, Kazakhstan, Pakistan and Uzbekistan for 
Turkish side. 

Per-diem, Accommodation, 
Insurance etc. 
 
3) Travel cost of joint needs survey 
mission to Azerbaijan, Kazakhstan, 
Pakistan and Uzbekistan for 
Japanese side. 
 

participants institutions. 
 
 
 
 
 

 
Pre-condition 
 
 Target countries participate in 

project. 
 MoNE’s decision to provide 

international training on IAT to 
the neighboring countries 
doesn’t change. 
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Concentrate to carry out the tasks Carry out the tasks accordingly.

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

1-1 Set the appropriate training targets for the training.

1-2 Analyze situation and needs of the target countries.

1-3 Dispatch needs survey mission to the target country-focused training countries.

1-4 Select target institution(s) in each target country.

1-5 Establish specific project targets for each country.

1-6 Develop/ improve training curriculum.

1-7 Prepare/ improve training material.

1-8 Conduct Instruction Designal Workshop.

1-9 Determine training schedule.

1-10 Develop and distribute GI (General Information) to target countries.

1-11 Dispatch IAT Equipment/Training Manag. expert and support CPs to improve trainig contents.

1-12 Implement training in Japan for MoNE managers.

【Output 2】Training for the target group is effectively provided. 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

2-1 Select participants in each country.

2-1-1 Select participants for the country-focused training.

2-1-2 Select participants for the group training.

2-2 Arrange logistics.

2-3 Implement training.

2-3-1 Implement training for CF TVE Executive Managers (Kaz, Pak, Azer)

2-3-2 Implement Country Focus Training for TVE Managers (Kaz, Azer)

2-3-3 Implement Country Focus Training for Kazakhstan.

2-3-4 Implement Country Focus Training for Azerbaijan.

2-3-5 Implement Country Focus Training for Pakistan.

2-3-6 Implement Training for Group Training Countries Managers

2-3-7 Implement Group Training for Afganistan and Palestine (English Course)

2-3-8 Implement Group Training for Kyrg., Taj., Turk., and Uzb. (Russian Course)

2-4 Conduct need analysis and human resource development seminar for group training countries.

2-5 Evaluate contents of the training

【Output 3】 Follow-up system is established. 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

3-1 Develop follow-up plan for trained participants in each country.

3-2-1 Develop web-based information sharing system.

3-2-2 Implement the seminar for effective operation of the web system.

3-3 Conduct follow-up based on the plan.

3-4 Evaluate the impact of the training.

【Management activities】 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

(1) Hold Joint Coordination Committee (JCC) meetings. ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

(3) Develop implementation plans. ▲

(2) Finalize the Objectively Verifiable Indicators and confirm on the PDM. ▲ ▲

(4) Develop and get the approval of the Work Plan. ▲ ▲ ▲

(5) Support the conclusion of the Minutes of Meeting (M/M) on training contents. ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

(6) Develop the project progress report. ▲ ▲

(7) Support terminal evolution of the project. ▲

(8) Feed back the result of the project to TTC and support CPs if additional support were needed.

(9) Develop project completion report. ▲

Expert Assignment Schedule 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

Chief Advisor/ Training Management/ Curriculum Development 1
Curriculum Development 2

Industrial Automation Technology
Instructional Design (Lecturer)

Coordinator/ Training Management Assistance

【Output 1】Training for the target group is appropriately planned.

Year 2012 2013 2014 2015

Activities in PDM

Project Period 1st Year 2nd year 3rd year

1st 2nd 3rd 4th 5th 6th 8th 7th 

Terminal Evaluation 
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別添 3 供与機材リスト 
 
 
1. Industrial Automation Composing System (2 sets) 

1)  Equipment Specifications Ref. No Unit 
Price 

(EUR) 

Quantity Amount 
(EUR) 

1-1 Practice of Controlling Target Machine     

 Pneumatic Air 
Cylinder 

Power (MAX): 15W, Rating 
torque: 120mNm, An output gear 
for connections: 80φmodule=1, 
Source Power: 220V/50Hz 

MM-VA210 1,200 2 

2,400 

 Speed Control 
Induction Motor 

Power (MAX): 15W, Rating 
torque: 120mNm, An output gear 
for connections: 80φmodule=1, 
Source Power: 220V/50Hz 

MM-VA310 1,130 2 

2,260 

 Reversible Motor Drive Source: Air pressure, Angle: 
180”, An output gear for 
connections: 80φmodule=1 

MM-VA320 930 2 
1,860 

 Rotary Pneumatic 
Air Actuator 

Stroke 98mm or more, Output pin: 
φ6mm, An output gear for 
connections: 80φmodule=1 

MM-VA410 1,405 3 
4,215 

 Feed Screw Stroke: 135mm, Two table 
position detection sensors, Output 
pin: φ6mm 

MM-VM140 2,240 2 
4,480 

 Slide Table Conveyor effective length: 
325mm, Belt width: 25mm, 
Rotatory direction: CW/CCW, An 
output gear for connections: 
80φmodule=1 

MM-VM310 1,700 2 

3,400 

 Belt Conveyor Table dimensions: 160mm, Two 
sensors for table position 
detection, Rotatory direction: 
CW/CCQ, An output gear for 
connections: 80φmodule=1 

MM-VM320 1,590 2 

3,180 

 Rotary Table Drive Source: Air pressure, 
Pneumatic chunk, Stroke: 30mm, 
Top and bottom drive: The air 
pressure cylinder inside 
diameterφ15mm, Two sensor 
magnetism switches for top and 
bottom position sensing. 

MM-VM330 2,250 2 

4,500 

 Pneumatic Air 
Driven Robot 
Arm 

Tube: φ20mm (indide), Stroke: 
75mm, Output pin: φ6mm 

MM-VR110 1,880 2 
3,760 

1-2 Control and Supporting Units     

 2-Way Photo 
Electric Sensor 

Transmission type Sensor 
dimensions: 34.8x18.6x10.8mm, 
Detection method: 10,000mm, 
Setting method: Strong magnet 
base, Reflection type Sensor 
dimensions: 34.8x20x10.8mm, 

MM-VS310 1,120 2 

2,240 



Detection method: 
Multi-reflection type Detection 
distance: 300mm, Setting method: 
Strong magnet base Source 
Power: 220V/50Hz 

 Connecting Rods Shaft: Stainless steel, Highly 
precise ball joint, the tool for 
connecting units mechanically. 

MM-VU310 200 2 
400 

     Sub-total 32,695 

  
 

2. Industrial Automation Composing System (Mechanism & Application) 
 Equipment Specifications Ref. No Unit 

Price 
(EUR) 

Quantity Amount 
(EUR) 

2-1 Typical Application Mechanism     

 Double Pin 
Geneva 

Division number Geneva: 8, 
Geneva wheel: Wheel diameter 
(φ110.1mm), Cam groove 
(10.1mm±5mm), Shaft position 
sensor input: One micro switch, 
Rotatory direction: CW/CCW, An 
output gear for connections: 
80φmodule=1 

MM-VM220 2,400 1 

2,400 

 Spur Gear Input-output speed ratio: 1:3 or 
3:1, Rotatory direction: 
CW/CCW, An output gear for 
connections: 80φmodule=1 

MM-VM150 1,590 1 

1,590 

 Rack & Pinion Motion conversion: Translatory 
movement ↔ Rotational 
movement, Output pin: φ6mm, An 
output gear for connections: 
80φmodule=1 

MM-VA110 1,460 1 

1,460 

 Crank Arm Motion conversion: Rotational 
movement ↔ Translatory 
reciprocating motion 
Reciprocating stroke: 34-86mm 
An output gear for connections: 
80φmodule=1 

MM-VM230 2,300 1 

2,300 

 Lever Slider Motion conversion: Rotational 
movement ↔ Translatory 
reciprocating motion 
Reciprocating stroke: 89-124mm 
Composition detection sensor: 
Two micro switches AN output 
gear for connections: 
80φmodule=1 

MM-VM240 1,800 1 

1,800 

2-2 Control and Supporting Units     

 Work Slide Guide  Shoot for work piece MM-FW270 300 2 600 

 Work Piece Color of the work: Red, Blue, 
Yellow, Quality of the material: 

MM-FW130 10 10 100 



Aluminum, with magnet on the 
back 

 Magnetic Fixture Magnet jig for fixing the units, 5 
pieces in one set 

MM-VB410 400 3 1,200 

     Sub-total 11,450 

 
 

3. Control Equipment (PLC) 
 Equipment Specifications Ref. No Unit 

Price 
(EUR) 

Quantity Amount 
(EUR) 

3-1 Interface and Wiring Equipment     

 Terminal I/O Box 
(for Omron) 

Input: 8 points, Output: 8 points, 
An input and output 
connector: ’36 Centronics pins. It 
is with GND/a dummy switch 
Source Power: 220V/50Hz 

MM-VC300 1,200 2 

2,400 

 Wireless with 
Connection Pins 

Pin part: A spring lock, Pin 
diameter: Large φ4mm, Small 
φ2mm, Cable length: 1.5m 

MM-VC190 300 3 
900 

 Data switch Connection to switch up to four 
devices at Centronics, Connector: 
36 Centronics pins, Number of 
switching: 1:4 or 4:1 

DTSV4-CT 60 3 

180 

 Centronics Cable Cable to connect Terminal I/O 
Box and Data Switch, Cable 
length: 5m 

KPU-005K 39 3 
117 

     Sub-total 3,597 

 
 
4. Motor Experiment Unit 

5.  Equipment Specifications Ref. No Unit 
Price 

(EUR) 

Quantity Amount 
(EUR) 

4-1 Motor Control Basic Experiment     

 Stepping Motor Hybrid Motor Full Step/Micro 
Step with Terminal Rotatory 
direction: CW/CCW, An output 
gear for connections: 
80φmodule=15V Logic Voltage 
24V Motor Voltage 

MM-VA335 1,580 1 

1,580 

 DC Motor DC Motor with Terminal Rotatory 
direction: CW/CCW, An output 
gear for connections: 
80φmodule=15V Logic Voltage 
24V Motor Voltage 

MM-VA390 1,680 1 

1,680 

4-2 AC Servo Motor Rating output: 0.1KW, Torque 
rating: 0.32N*m, Rotary speed: 
3000r/min, An output gear for 
connections: 80φmodule=1, 
Source Power: 220V/50Hz 

NM-VA345 
OMRON 

2,660 1 

2,660 



     Sub-total 5,920 

 
 

5) Extra 
1)  Equipment Specifications Ref. No Unit 

Price 
(EUR) 

Quantity Amount 
(EUR) 

5-1 Rotary 
Potentionmeter 
with BNC 

 MM-VC510 800 2 
1,600 

 Digital I/O Board 
USB Type 

 MM-VC310-USB 500 1 500 

 Analog I/O Board 
with BNC 

 MM-VC590 600 1 600 

     Sub-total 2,700 

 
     Total 56,362 

     KDV 
(18%) 10,145 

     Grand 
Total 66,507 
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別添4　IAT 研修カリキュラム（修正版）

IAT Basic

IAT
Intermediate

Basic Interm Adv Total

GM01 Opening, orientation, closing, IAT
introduction 12 12 10 34

GM02 Action Plan Development,
Presentations, Follow-up 4 4 4 12

GM03 Field observation (Factory Visit) 12 8 4 24

28 24 18 70

Category Basic Interm Adv Total Contents for IAT Basic Contents for IAT
Intermediate

Contents for IAT
Advanced

BE01 Relay Control 8 8 Relay principles

BE02 Motor I (AC Motor) 8 3 phase AC Motor, Inverter

BE03 Motor II (Step) 16
Stepping motor
Origin search
Position control

BE04 Motor III (Servo) 16

AC Servo motor
Encoder
Speed Control
Position control
Torque Control
Origin Search
Selecting servo motor

BE05 Pneumatics 8 8
Basic principles of pneumatic,
selection of the components
according the project study

BE06 Electro-Pneumatics 8

Comprehensive application of
components,
Reading elecro-pneumatic
circuits

BE07 Mechanism 8 8 16

Machine Elements,
Intergration of Mechanisms,
Selection of the mechanism
according actuators.

CAD,
Mechanism Design

CM01 Sensor Technology 4 4 Inductive, capacitive, optic,
PNP, NPN terminologies

CM02 Process Control 14 14 Flow Control,
TemperatureControl, PID

PL01 PLC Control 40 20 60 One cycle program, Self-
keeping, Timer, Counter

PLC Commands
Analog signal processing
Touch Panel

PL02 PLC Control II 8
How to wire or cable between
PLC and an automated
system

PL03 Communication between PLCs 8 16 24
PLC and Excel
PLC to PLC
PLC to invertor(Modbus)

DeviceNet or Profibus
communication,
SCADA

AT01 Design & Establishment of IAT
System 32 36 32 100

Project:
Problem solving based on the
instructions

Project:
Engineering solution for
factory automation.

Project:
Create unique
automation ideas for
daily use machinaries.

AT02 Evaluation of IAT System Project 8 4 4 16
Evaluation of project
according to the specified
criterias

Evaluation of project
according to the specified
criterias

Evaluation of project
according to the specified
criterias

AT03 Integration of IAT System　（FMS) 4 20 24  Introduction of FMS
Programing,
communication and robot
control

132 96 102 330

Total Hours 160 120 120
Total Days 20 15 15

Participants will be able to explain the basic of IAT and demontrate by simple Automation unit

Participants will be able to design and control an IAT System

Participants will deepen the knowoledge on IAT and specilize in one of the technical field such as: mechanics for IAT, electronics for IAT, IT for IAT, etc.

Achievement Goal:

Lesson

IAT
Advanced

Remarks

For Basic one and half day, for Interm. one day, for Adv. only half day

General Modules
Modules

General
Modules

Total Hours of General Modules

Technical Training

2. Control and
measurement

3. PLC
Control

IAT System

Remarks: Each day 8
Period/hours of 45 minutes

1. Basic
Elements

Total Hours of Technical Training
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別添5　研修教材リスト

General Modules "X" represents completed documents and "W" represents in progress.
Syllabus  Lesson Plan Teaching Aid Handout Pretest/Posttest Feedback or Other Sheet

Eng Eng Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus

GM01 Introduction to IAT X X X X X X X X X X X X

GM02 Action Plan & WBTSS X X X X X X X X

GM03 Fild ovservation (Factory visit) X X X X X

Syllabus  Lesson Plan Teaching Aid Handout Pretest/Posttest Feedback or Other Sheet

Eng Eng Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus

Motor 1:AC Motor

                    Relay_Timer_Counter

                    Motor_Inverter

X △ X X X X

Motor 2:Motor_ Exercises
Pneumatic 1 X X X X X X

Pneumatic 2_ Exercises X X X

Machanism X X X X X X

Machine Elements X X X X X X

Syllabus  Lesson Plan Teaching Aid Handout Pretest/Posttest Feedback or Other Sheet

Eng Eng Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus

CM01 Sensor Technology X X X X X X X X X X X X X X

Syllabus  Lesson Plan Teaching Aid Handout Pretest/Posttest Feedback or Other Sheet

Eng Eng Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus

PLC 1:PLC Introduction X X X

PLC 2:PLC_CX Programmer X X X

PLC 3:Flow Control

PLC 4:Project I

PLC 5:PLC Control Exercises

IV. IAT

Syllabus  Lesson Plan Teaching Aid Handout Pretest/Posttest Feedback or Other Sheet

Eng Eng Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus Tr Eng Rus

AT01 Operation of IAT System X X X X X X X X X X X

IAT System Design X X X X X W

IAT System Design_Design in Aut. Project II X X X X X X

I. Basic Elements

No Lesson

No Lesson

BE01 X X X X

X XX

BE02 X X XX X X

BE03 X X X X X

X X X X

X X

AT02 X X

X

II. Control and measurement

No Lesson

X

III. PLC Control

No Lesson

No Lesson

PL01 X X XX X W X W X

XX X
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別添6　TCTP コース・スケジュール　2012-2015

The Industrial Automation Technology Extension Project for Central Asian and Middle East Countries in the Republic of Turkey

A. Group Training Program

Course Title
Particip

ants
Days

Afghanistan 2 2

Kyrgyzstan 2 2

Palestine 2 2

Tajikistan 2 2

Turkmenistan 2 0

Kyrgyzstan 3 2

Tajikistan 4 3

Turkmenistan 4 4

Uzbekistan 3 2

Afghanistan 5 0

Palestine 5 7

Kyrgyzstan 4 5

Tajikistan 3 3

Turkmenistan 3 2

Uzbekistan 3

Afghanistan 5

Palestine 5 5

Kyrgyzstan 3 5

Tajikistan 3 5

Turkmenistan 3 0

Uzbekistan 4 0

Total 70 51 A: Russian Course, B: English Course

B. Country Focused Training Program 

Course Title
Particip

ants
Days

Azerbaijan 1 1

Kazakhstan 1 1

Pakistan 2 2

Azerbaijan 7 7

Kazakhstan 8 8

3
Country Focused Training for TVE Trainers: IAT

Basic
Pakistan 10 10 10 10 3-week 2012/12/3 Mon 2012/12/21 Fri

4
Country Focused Training for TVE Trainers: IAT

Basic
Kazakhstan 12 12 12 12 4-week 2013/6/3 Mon 2013/6/28 Fri

5
Country Focused Training for TVE Trainers: IAT

Basic
Azerbaijan 12 12 9 9 4-week 2013/9/16 Mon 2013/10/11 Fri

6
Country Focused Training for TVE Trainers: IAT

Intermediate
Pakistan 10 10 10 10 3-week 2013/11/4 Mon 2013/11/22 Fri

7
Country Focused Training for TVE Trainers: IAT

Intermediate
Kazakhstan 12 12 12 12 3-week 2014/6/2 Mon 2014/6/20 Fri

8
Country Focused Training for TVE Trainers: IAT

Intermediate
Azerbaijan 10 10 6 6 4-week 2014/10/13 Mon 2014/11/7 Fri

9
Country Focused Training for TVE Trainers: IAT

Advanced
Pakistan 10 10 9 9 3-week 2014/12/8 Mon 2014/12/26 Fri

95 87

Mon 2012/11/16 FriCountry Focused Training for TVE Manager2 15 2-week 2012/11/515

Country

1 Country Focused Training for Executive Managers 4 1-week

3 Group Training for TVE Trainers: IAT Basic 2013 B 10 4-week

4 Group Training for TVE Trainers: IAT Basic 2014 A

Attended

Participants

8

11

7

5

2012/11/9 Fri

6 Group Training for TVE Trainers: IAT Basic 2015 A 13 4-week 2015/1/5 Mon 2015/1/30 Fri

2012/11/5 Mon

10

4

Country
Attended

Participants

2014/5/9 Fri

5 Group Training for TVE Trainers: IAT Basic 2014 B 10 4-week 2014/11/10 Mon 2014/12/5 Fri

13 4-week 2014/4/1410

2 Group Training for TVE Trainers: IAT Basic 2013 A 14 4-week 2013/4/15

1 Group Training for TVE Managers 10 2-week 2012/11/5

Accumulated Total

Starting Date Ending Date

Starting Date Ending Date

Mon 2012/11/16 Fri

Mon 2013/5/10 Fri

Mon 2014/1/31 Fri2014/1/6

Mon
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別添 7. TCTP評価概要 

 
Summary of Evaluation of the TCTP 
 
I. Overview: 
In the first year, the Project team developed the evaluation framework of the training program based 
on Kirkpatrick Model (For more detail, see Table 1). The training program is evaluated by six 
different evaluation tools: (A) Module Evaluation, (B) Overall Evaluation, (C) Evaluation Meeting, 
(D) Learning Performance Evaluation, (E) Progress of the Action Plan and (F) Monitoring Survey. 
The 1st level of the Kirkpatrick Model, the satisfaction of the participants is evaluated through (A) 
Module Evaluation, (B) Overall Evaluation, and through (C) Evaluation Meeting. The 2nd level, the 
learning performance of the participants are evaluated through (D) Learning Performance 
Evaluation, which consists of Pre-post Test, Project Work and Observation of by the trainers (For 
more detail, see Table 2). The 3rd level, the impacts of the training are evaluated through (E) 
Progress of the Action Plan and (F) Monitoring Survey. 
 
Table 1: Kirkpatrick Evaluation Model and Evaluation Tool 

Evaluation level Contents Evaluation Tool 
1st level Reaction To what degree participants react 

favourably to the training.  
-Questionnaires:  
(A) Module Evaluation 
(B) Overall Evaluation 
(C) Evaluation Meeting 

2nd level Learning To what degree participants 
acquire the intended knowledge, 
skills, and attitude based on their 
participation in a training event.  

(D)Learning Performance Evaluation: 
consist of following assessment methods: 
Pre-post Test, Project Work and 
Observation by the trainers 

3rd level Behaviour To what degree participants apply 
what they learned during training 
when they are back on the job.  

(E)Progress of the Action Plan 
(F)Monitoring Survey  

4th level Result To what degree targeted outcomes 
occur as a result of the training 
event and subsequent 
reinforcement. 

 

 
II. Details of Evaluation Tools: 
(A) Module Evaluation: 
The objective of the Module Evaluation is to identify effectiveness and weakness of the module and 
its factors. This tool is mainly used for lecturers to improve each module  
 
(B) Overall Evaluation: 
The objective of the Overall Evaluation is to identify effectiveness of the training course and 
efficiency of the course management. This tool is mainly used to assess satisfaction of the 
participants in terms of course content, course management and accommodation service.  
 
(C) Evaluation Meeting: 
The Evaluation Meeting is conducted on the last day of the training, in order for the Project to hear 
voices from the participants directly. The results are included in Course Report. 
 
(D) Learning Performance Evaluation ver.4: 
The Learning Performance Evaluation is to evaluate the achievement of the participants, in terms of 
knowledge and skills regarding IAT. It is evaluated according to the table 2 below. These criteria 
were set in October 2013 by the Project as ver3. Previous trainings were evaluated through old 



 

version of the Learning Performance Evaluation Tool in trial basis.  
 
Table 2a: Criteria for Learning Performance Evaluation 

Assessment Method Type Mark Weight Total 

1. Pre & Post Test Individual 100 0.3 30 

2. Project Work Group 100 0.5 50 

3. Observation by the trainers to 
evaluate attitude & participation 

Individual 100 0.2 20 

 100% 100 

*This criteria is in use from November 2013: CFT Pakistan IAT Intermediate and from December 
2014 CFT Pakistan IAT Advanced. 
 
Other factors which may affect the result of above evaluation: 

 Course Design: objective and curriculum 
 Participants Qualification or background 
 Quality of the Trainers’ Training Skills 
 Quality of the Training Material 
 Evaluation Methods 
 Participants Effort 

 
The Learning Performance Evaluation system was changed in TCTP Curriculum Development 
Workshop that was held in Marmaris on June 24-27, 2014. New system is given below as ver4. 
 
Table 3b: Criteria for Learning Performance Evaluation-newest version 

Assessment Method Type Mark Weight Total 

1. Pre & Post Test Individual 100 0.4 40 

2. Project Work Group 100 0.4 40 

3. Factory evaluation Individual 100 0.2 20 

 100% 100 

*This criteria is in use from October 2014: CFT Azerbaijan IAT Basic  
 
In project work criteria, participants made project as a group, but were evaluated by individually 
giving answers about other project’s problems.  
Factory evaluation criteria were tested by real factory application. Participants saw real factory 
applications in factory visit, then they watched video about it and then gave answers to the 
questions in factory evaluation test.   
 
(E) Progress of the Action Plan & (F) Monitoring Survey: 
For CFT for TVE Trainers, basically the same participants are invited to the course every year; 
because the following course is build up on the skills learnt in the previous course. In the first 
course for the TVE Trainers, IAT Basic, an action plan is developed and it is updated in the 
following courses. For example, there are three courses for Pakistan participants: Basic, 
Intermediate and Advanced courses, and two courses for Kazakhstan participants: Basic and 
Intermediate course. For Azerbaijan, Basic course will be conducted for two times for different 
participants. The progress of the Action Plan is assessed to see the result of the training courses. 



 

Monitoring Survey is conducted to both CFT and GT to assess what degree the participants apply 
their knowledge after returning to their home countries. 
 
III. Implementation of Training Courses and Evaluation: 
 
The Project team developed the evaluation framework of the training program in the first year. 
However, the framework was not applied to the first three courses, because the target of those 
courses was TVE administrators, and the objective of the course was not to train IAT subject but to 
obtain their understanding on IATE Project.  
 
The framework was applied on trial basis to the technical training courses, which started from 
December 2012. Especially, for evaluation tool (D), Learning Performance Evaluation, the trail 
version was used from fourth course in the table 3: CFT Pakistan IAT Basic conducted in December 
2012, to seventh course: CFT Azerbaijan IAT Basic course conducted in September 2013. New 
framework was applied as decided in Marmaris workshop in June-2014, which started from October 
2014. (See Table 3 for more details). 
 
Table 4: Implementation of Training Courses until March 2015 

Course Title Target Training Period Evaluation 

1 CFT CFT for Executive Managers TVE Administrators 2012/11/05-2012/11/09 (B*),(C) 

2 CFT CFT for TVE Managers TVE Administrators 2012/11/05-2012/11/16 (B),(C) 

3 GT GT for TVE Managers TVE Administrators 2012/11/05-2012/11/16 (B) 

4 CFT CFT Pakistan IAT Basic TVE Trainers 2012/12/03-2012/12/21 (A),(B),(C),(D1) 

5 GT GT IAT Basic 2013 A* TVE Trainers 2013/04/15-2013/05/10 (A),(B),(C),(D1) 

6 CFT CFT Kazakhstan IAT Basic TVE Trainers 2013/06/03-2013/06/28 (A),(B),(C),(D2) 

7 CFT CFT Azerbaijan IAT Basic TVE Trainers 2013/09/16-2013/10/11 (A),(B),(C),(D2) 

8 CFT CFT Pakistan IAT 
Intermediate 

TVE Trainers 2013/11/04-2013/11/22 (A),(B),(C),(D3a) 

9 GT  GT IAT Basic 2013 B* TVE Trainers 2014/01/06-2014/01/31 (A),(B),(C),(D3a) 

10 GT Group Training for TVE 
Trainers: IAT Basic 2014 A 

TVE Trainers 2014/04/04-2014/05/09 (A),(B),(C),(D3a) 

11 GT Group Training for TVE 
Trainers: IAT Basic 2014 B 

TVE Trainers 2014/11/10-2014/12/05 (A),(B),(C),(D3b) 

12 GT Group Training for TVE 
Trainers: IAT Basic 2015 A 

TVE Trainers 2015/01/05-2015/01/30 (A),(B),(C),(D3b) 

13 CFT Country Focused Training for 
TVE Trainers: IAT 
Intermediate 

TVE Trainers 2014/06/02-2014/06/20 (A),(B),(C),(D3a) 

14 CFT Country Focused Training for 
TVE Trainers: IAT Basic 

TVE Trainers 2014/10/13-2014/11/07 (A),(B),(C),(D3b) 

15 CFT Country Focused Training for 
TVE Trainers: IAT Advanced  

TVE Trainers 2014/12/08-2014/12/26 (A),(B),(C),(D3a) 

(A): Module Evaluation, (B) Overall Evaluation, (C) Evaluation Meeting, (D) Learning Performance Evaluation 



 

 
Remarks: 
- (B*) and (B): Overall Evaluation used in Executive Manager course was different from others. 
- (D1) and (D2): Previous versions of Learning Performance Evaluation used in trial basis. 
- D3a is for  table2a and D3b is for table2b 
- GT IAT Basic A*: Course Language in Russian  
- GT IAT Basic B*: Course Language in English  
 
IV. Result of (B) Overall Evaluation and (D) Learning Performance Evaluation: 
 
 (B) Overall Evaluation: 
The question 1 to 10 in Overall Evaluation was categorized in three topics: Course Content, Course 
Management and Accommodation. The satisfaction of the participants was evaluated in four levels. 
For one question (Q4), it was to be answered in yes or no.  
 
The result of the Evaluation is written in Table 4 below. The table shows the percentage of the 
participants who answered positively to the questions: for example, answered “very much” or 
“some extent” in four level evaluation (See attachment 3 for more details). According to the table 
below, more than 80% of the participants in each course were satisfied in terms of course content 
and course management. Regarding Accommodation, more than 90% of the participants who stayed 
in hotel (first five courses) were satisfied, and more than 75% of the participants in two courses out 
of three, which stayed in TTC, were satisfied. However in one course, only 20% of the participants 
were satisfied.  
 
This was due to transition period of the TTC management from Mazhar Zorlu Technical Industrial 
Vocational High School to Nevvar Salih Isgoren Hotel Business and Tourism Vocational High 
School (hereinafter TVH). As explained more in Annex 15, the situation of the TTC Guesthouse 
Facilities had improved and satisfaction of the following course increased to 100% participants. 
    
Table 5: Result of Overall Evaluation for Implemented Courses until April 2015 

Course Title Course 
Content 

Course 
Management Accommodation Remarks 

1 CFT for TVE Managers 99 94 100 Stayed in hotel 

2 GT for TVE Managers 98 91 100 Stayed in hotel 

3 CFT Pakistan IAT Basic 98 86 100 Stayed in hotel 

4 GT IAT Basic 2013 A* 85 95 91 Stayed in hotel 

5 CFT Kazakhstan IAT Basic 88 96 100 Stayed in hotel 

6 CFT Azerbaijan IAT Basic 89 90 78 Stayed in TTC 

7 CFT Pakistan IAT 
Intermediate 96 93 20 Stayed in TTC 

8  GT IAT Basic 2013 B* 91 95 100 Stayed in TTC 

9 Group Training for TVE 
Trainers: IAT Basic 2014 
A 

100 100 100 Stayed in TTC 

10 Group Training for TVE 
Trainers: IAT Basic 2014 

100 92 100 Stayed in TTC 



 

B 
11 Group Training for TVE 

Trainers: IAT Basic 2015 
A 

98 100 100 Stayed in TTC 

12 Country Focused 
Training for TVE 
Trainers: IAT 
Intermediate 

100 100 100 Stayed in TTC 

13 Country Focused 
Training for TVE 
Trainers: IAT Basic 

100 100 100 Stayed in TTC 

14 Country Focused 
Training for TVE 
Trainers: IAT Advanced  

100 100 100 Stayed in TTC 

 
 (D) Learning Performance Evaluation: 
The criteria for Learning Performance Evaluation were clarified in the Project team meeting in 
October 2013(Version 3) and was changed in TCTP Curriculum Development Workshop that was 
held in Marmaris on June 24-27, 2014(Version 4).  The new criteria was developed as version 4 and 
put in use from  CFT Azerbaijan IAT Basic course in October 2014. The result of the evaluation 
was as follow:  
 
I. Result of CFT Azerbaijan IAT Basic 2014 
According to the Course Report and the Result of Learning Performance Evaluation, 3 of 6 
participants achieved upper scores than the score of 70%, which the minimum requirement for the 
course. Average score was 68%.  In this course, 50% of the participants achieved the 70% of the 
learning performance, which is unsatisfied for indicator 2.2 of the PDM. 
 
II. Result of Group Training IAT Basic 2014 B 
According to the Course Report and the Result of Learning Performance Evaluation, all 5 
participants achieved upper scores than the score of 70%, which the minimum requirement for the 
course. Average score was 82%.  In this course, 100% of the participants achieved the 70% of the 
learning performance, which is satisfied for the indicator 2.2 of the PDM. 
 
III. Result of Country Focused Training IAT Advanced 2014  
According to the Course Report and the Result of Learning Performance Evaluation, all 9 
participants achieved upper scores than the score of 70%, which the minimum requirement for the 
course. Average score was 81%.  In this course, 100% of the participants achieved the 70% of the 
learning performance, which is satisfied for the indicator 2.2 of the PDM. 
 
IV. Result of Group Training IAT Basic 2015 A 
According to the Course Report and the Result of Learning Performance Evaluation, all 10 
participants achieved upper scores than the score of 70%, which the minimum requirement for the 
course. Average score was 77%.  In this course, 100% of the participants achieved the 70% of the 
learning performance, which is satisfied for the indicator 2.2 of the PDM. 
 
III. Previous Evaluation & Result 
Before Learning Performance Evaluation Tool was revised to fourth version, the achievement of the 
participants was evaluated according to the following criteria:  
 
Table 6: Learning Performance Evaluation Version and Evaluation Methods 

Version Utilized Period Course Title Evaluation Problem 



 

Methods 

Version 1 December 
2012 -May 
2013 

- CFT Pakistan IAT Basic 

-GT IAT Basic 2013 A 

Pre-Post Test 

Attendance 

Understanding of 
the participant was 
checked by the Pre-
Post Test. 
However, the 
minimum 
requirement of the 
achievement was 
not clearly set. 

Version 2* June 2013 - 
October 2013 

-CFT Kazakhstan IAT Basic 

-CFT Azerbaijan IAT Basic 

Pre-Post Test 
and Project 
Work 

The minimum 
requirement was 
not clearly set. 

Version 3* November 
2013 – June 
2014 

-CFT Pakistan Intermediate 

-GT IAT Basic 2013 B 

-CFT IAT Intermediate 2014  

-CFT IAT Advanced 2014 

Pre-Post Test, 
Project Work, 
Observation 
by the trainers 

Project work was 
not evaluated 
clearly and 
effectively. Factory 
applications were 
not evaluated. 

Version 4* June 2014 –  -CFT Azerbaijan IAT Basic 2014  

-Group Training IAT Basic 2014 B   

-Group Training IAT Basic 2015 A 

Pre-Post Test, 
Project Work, 
-Factory 
evaluation 

 

*The curriculum of the IAT Basic course for CFT and GT was drastically changed in May 2013, 
and the Project Work was added to the curriculum. In keeping with those changes Learning 
Performance Evaluation criteria were changed from Ver.1 and Ver.2.  
*Ver.3 was developed in October 2013, because the criteria for the achievement were not clear for 
Ver.2. 
*Ver.4 was developed on June 2014, because IAT Basic Course schedule was divided into two 
parts and evaluation criteria were changed as IAT basic lessons and project work were implemented 
in part1 and real factory applications were implemented in part2. 
 
 



 

 

 

 

別添 8 

 

フォローアップの結果 

  



 



 

 

別添 8 フォローアップの結果 

 

Results of Follow Up of the participants 
 

Aim: This evaluation aims to measure the degree of Attainment ratio by the Action Plan made by the trainees 

during the training period at TTC and to measure the effectiveness of the training. 

 

Method of Survey: After Training 3 month send an email or Direct mail with “Activities Follow-up Questionnaire” 

(See to Aneex1.)to participants. After that follow up “Activities Follow-up Questionnaire” up to6month.and make 

to summary report of monitoring survey. 

 

Target of Survey: Among 15 courses conducted as of February 2015, following 9 courses were the target of this 

survey; CFT for TVE Manager: (Russian) Nov 5, 2012 – Nov 16, 2012 (2-week), CFT for TVE Trainers: IAT Basic 

(English) Dec 03,2012-Dec21,2012(3weeks), GT for TVE Trainers: IAT Basic 2013 A (Russian) April 15, 2013 – 

May 10, 2013(4-week), CFT for TVE Trainers: IAT Basic (Russian) Jun03,2013-Jun23,2013 (3weeks), CFT for 

TVE Trainers: IAT Basic (Turkish) Sept16,2013-12Oct,2013 (4weeks), CFT for TVE Trainers: IAT Intermediate 

(English) Dec 03,2013-Dec23,2013 (3weeks), GT for TVE Trainers: IAT Basic 2013 B (English) January 6, 2014 – 

January 31, 2014 (4-week),  GT for TVE Trainers: IAT Basic 2014 A (Russian) April 14, 2014 – May 9, 2014 

(4-week), CFT for TVE Trainers: IAT Intermediate (Russian), Jun02,2014-Jun20,2014 (3weeks) IAT Basic A. 2 

courses; CFT for Executive Managers and GT for TVE Managers, were excluded from the survey. For the 

following courses; CFT for TVE Trainers: IAT Basic (Turkish) Oct13,2014-7 Nov ,2014 (4weeks) , GT for TVE 

Trainers: IAT Basic 2014 B (English) January 6, 2014– January 31, 2014 (4-week) , CFT for TVE Trainers: IAT 

Intermediate (English) Dec 08,2014-Dec26,2014 (3weeks), GT for TVE Trainers: IAT Basic 2015 A (Russian) Jan 

5, 2015 – Jan  30, 2015 (4-week) will be analyzed in the future.  

  

Total number of participants who reply: Out of the 96 targeted for the study, only 40 people responded and 

returned the questionnaire. The collection rate for the entire study was 42%. Table 1 below is the “Breakdown of 

the Respondents from each Course”. 

Table 1 below is the “Breakdown of the Respondents from each Course”  

Course Title 
(Language and Period) 

Country 
(No. of 

Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of 
Reply 

Participants  
% of Reply 

CFT for TVE Manager: (Russian) 
 
Nov 5, 2012 – Nov 16, 2012 
(2-week) 
 

Azerbaijan(7) 
 

15 Azerbaijan(4) 4 27% 

Kazakhstan(8) Kazakhstan(0)  

CFT for TVE Trainers: IAT Basic 
(English) 
Dec 
03,2012-Dec21,2012(3weeks) 
 

Pakistan(10) 10 
 

Pakistan(10) 10 
 

100% 
 



 

 

GT for TVE Trainers: IAT Basic 
2013 A (Russian) 
April 15, 2013 – May 10, 2013 
(4-week) 

Kyrgyzstan(2) 11 Kyrgyzstan(2) 6 55% 
Tajikistan(3) Tajikistan(3)   
Turkmenistan(4) Turkmenistan(1)   
Uzbekistan(2) Uzbekistan(0)   

CFT for TVE Trainers: IAT Basic 
(Russian) 
Jun03,2013-Jun23,2013 
(3weeks) 

Kazakhstan(12) 12 Kazakhstan(3) 3 25% 

CFT for TVE Trainers: IAT Basic 
(Turkish) 
Sept16,2013-12Oct,2013 
(4weeks) 

Azerbaijan(9) 9 Azerbaijan(2) 2 %22 

CFT for TVE Trainers: IAT 
Intermediate (English) 
Dec 03,2013-Dec23,2013 
(3weeks) 

Pakistan(10) 10 
 

Pakistan( 5) 5 50% 
 

GT for TVE Trainers: IAT Basic 
2013 B (English) 
January 6, 2014 – January 31, 
2014 
(4-week) 

Palestine(7) 7 Palestine(2) 2 29% 

Afghanistan(0) Afghanistan(0) 

GT for TVE Trainers: IAT Basic 
2014 A (Russian) 
April 14, 2014 – May 9, 2014 
(4-week) 

Kyrgyzstan(5) 10 Kyrgyzstan(2) 2 20% 
Tajikistan(3) Tajikistan( 0) 
Turkmenistan(2) Turkmenistan(0 ) 
Uzbekistan(0) Uzbekistan( 0) 

CFT for TVE Trainers: IAT 
Intermediate (Russian) 
Jun02,2014-Jun20,2014 
(3weeks) 

Kazakhstan(12 ) 12 Kazakhstan (6 ) 6 50% 

CFT for TVE Trainers: IAT Basic 
(Turkish) 
Oct13,2014-7 Nov ,2014 
(4weeks) 

Azerbaijan(6)  Azerbaijan( ) Waiting for Replies  

GT for TVE Trainers: IAT Basic 
2014 B (English) 
January 6, 2014 – January 31, 
2014 
(4-week) 

Palestine(5)  Palestine( ) Impact Survey did 
not send yet 

 

Afghanistan(0) Afghanistan( ) 

CFT for TVE Trainers: IAT 
Intermediate (English) 
Dec 08,2014-Dec26,2014 
(3weeks) 

Pakistan(9)  Pakistan( ) Impact Survey did 
not send yet 

 

GT for TVE Trainers: IAT Basic 
2015 A (Russian) 
Jan 5, 2015 – Jan  30, 2015 
(4-week) 

Kyrgyzstan(5)  Kyrgyzstan( ) Impact Survey did 
not send yet 

 
Tajikistan(5) Tajikistan( ) 
Turkmenistan(0) Turkmenistan( ) 
Uzbekistan(0) Uzbekistan( ) 

Total 96 38 42% 

  

This summary is made up of and importance placed on the “Degree of Attainment ratio of the Action Plan” and 

“Effectiveness of the Training at TTC”, based on information obtained from the Questionnaires (See to 

Attachment2：Questionnaire of each course), which is summed up per course. 

 

Below is the graph showing the total result of the four courses. Among 125 actions formed by 40 participants, 53% 

completed, 17% almost completed and 24% had started. Thus 100% of the action plans were followed. From the 



 

 

result, it can be concluded that the training at the TTC was effective.  

 

 

Achievement level of action plan (N=125) 
 
The results of the each course are summarized in the next section.  
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Summary of CFT for TVE Manager (Azerbaijan and Kazakhstan) 
Nov 5, 2012 – Nov 16, 2012 (2-week) 

 

1) Number of participants who reply: 4 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Azerbaijan(7) 
15 

Azerbaijan(4) 
4 27% Kazakhstan(8) Kazakhstan(0) 

 

2) Progress of Action plan: 

Four participants formed a total of ten plans. The following is the attainment status. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Graph1. Achievement of action plan (N=10) 

 

The attainment ratio has already started with 80% of which 20% of the activities has already been completed. 

It can be said to be a good attainment status.  The participants of this course are TVE managers and their main 

activity after they return to their countries was to coordinate the venue and equipment of the IAT Training, and the 

personnel who would sent to future trainings.  Judging from the fact that after returning to their countries, TVE 

Trainers from these countries have participated in the TTC Training as planned, it would seem that their activities 

are smoothly being implemented.  

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

1 out of 4 participants have conducted a lecture on “Automation, Industrial Control Technology” for 180 hours to 

a group of 40 people. The TTC Training triggered the widening of the scope of the IAT and it was noted by these 

participants that widening the viewpoint of the training content was very helpful.   

As for the other participants, since the target were TVE managers, from their positions, it can be expected that 

the IAT Training (Workshop Seminar) would not be held very often.  Judging from their comments that by 
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participating in this TTC Training, they were able to improve their knowledge (Training venue, equipment, etc.) in 

how to set up the IAT course, which helped in planning, the TTC Training was effective.  

 

Consideration 

The factors for the low Questionnaire collection rate for this course are that the participants of this course were 

managers and they were from Russian speaking countries.  Especially for Kazakhstan, the rate was 0%.  There is 

the fact that it was just right after establishing the support using WBTSS, the environment was not ready, it seldom 

functioned and the situation could not be grasped clearly at the beginning.  However, after that, through the TVE 

Trainers who were sent to the TTC Training from the same countries, it became easier to grasp the situation in 

Kazakhstan.  Also, as part of the follow-up, the TTC Lecturers plan to send someone to Kazakhstan and expect an 

active exchange of skills from now on. 

  



 

 

Summary of CFT for TVE Trainers: IAT Basic (Pakistan) 
Dec 03,2012- Dec21,2012(3weeks) 

 

1) Number of participants who reply: 10 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Pakistan (10) 10 Pakistan (10) 10 100% 

 

2) Progress of Action plan: 

10 of the participants formed a total of 45 plans.  The following is the attainment status. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Graph2. Achievement of action plan (N=45) 

 

The attainment ratio has already started with 98% of which 64% of the activities has already been completed. We 

can conclude that the results were very outstanding results.  Furthermore, communication with the lecturers from 

Turkey using the WBTSS was also very active.  A very ideal follow-up of the course is being conducted.  The 

factors for this are probably the Pakistan Trainees’ high level towards IAT and that direct communication in English 

is possible. 

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

7 out of the 10 participants conducted a lecture and practical training for about 460 people in their workplace 

after they returned to their countries.  There were many comments saying that many of what they have learned and 

the practical training they have experienced at TTC were included in those trainings, and especially in the training 

for faculty members, it largely contributed to an improvement in skills in how to conduct a practical training, 

specifically the lecturing technique and instruction content   From these, it can be judged that the effect of the 

TTC Training is expanding and is very efficient. 

Consideration: 
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The activities of the Pakistan trainees after returning home is proceeding smoothly, and their experience at the 

TTC Training is effectively being used.  Even in the follow-up after the TTC Training, the WBTSS was actively 

being used and the form of information exchange was ideal. This was probably influenced by the completely ready 

environment, the factors I have mentioned above: the high IAT level of the trainees and the ability to communicate 

directly in English.  TTC is planning to increase the skill level of the intermediate and advanced course, and the 

IAT, and conduct training for countries that have the foundation to absorb skills like these.   Especially in 

Pakistan, which has a high need for the training of teachers, members of the TTC faculty would need to have 

more advanced instruction capabilities.  Depending on the case, TTC faculty may also need to have technical 

support to improve their skills. 

 

↓ Situation of training that was sent from the participant 

 

 
  



 

 

Summary of GT for TVE Trainers: IAT Basic 
(Kyrgyzstan, Tajikistan, Turkmenistan, Uzbekistan) 

April 15, 2013 – May 10, 2013(4-week) 
 
 

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Kyrgyzstan(2) 

11 

Kyrgyzstan(2) 

6 55% 
Tajikistan(3) Tajikistan(3) 
Turkmenistan(4) Turkmenistan(1) 
Uzbekistan(2) Uzbekistan(0) 

 

2) Progress of Action plan: 

6 of the participants formed a total of 18 plans. The following is the attainment status. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Graph3. Achievement of action plan (N=18) 

 

The attainment ratio has already started with 94% of which 72% of the activities has already been completed.  1 

Tajikistan Trainee’s Action Plan was cancelled, but the activity that was planned to be conducted was already being 

conducted, so there was no reason to conduct it anymore. Looking at it comprehensively, it can be said that their 

activities are definitely moving forward.  

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

After returning to their country, 6 out of the 11 participants conducted lectures and practical trainings for about 

427 teachers and students.  At those trainings, many of the subjects and practical training that was learned at TTC 

were included.  Also, there was a comment that after returning to their country, as an expert in the IAT field, they 

were given an important work by their country.  Their work load of giving lectures and practical training increased 

sharply.  It can be said that this is the influence of the TTC Training.  There were also comments that mentioned 

they conducted a Teacher Training and after the lecture, different discussions related to IAT Training were opened 

where the situation and problems of their own country (shortage of equipment for students, etc.) became clear.   

72% 

11% 11% 

0 
6% 

0 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Completed Almost

Completed

Started Not

started

Cancelled Other



 

 

From these things, it can be said that TTC Training served as an indicator for the direction of the future of IAT 

Training in their country. From these things, it can be said that TTC Training served as an indicator for the direction 

of the future of IAT Training in their country. 

 

Consideration: 

The activities of the trainees who replied was good in general.  However, in countries that have Group Training, 

the participants are different each time, making it a one-time training.  Follow-up becomes only WBTSS and, in 

the case of Russian speaking countries, it is very difficult to conduct a follow-up survey with trainees who could 

not be contacted.  Since the number of participants is few and also various situations are assumed for every 

country , it is very difficult to have a follow-up evaluation. 

 

 

  



 

 

Summary of CFT for TVE Trainers: IAT Basic (Kazakhstan) 
Jun 03,2012- Jun28,2013(4weeks) 

 

1) Number of participants who reply: 3 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Kazakhstan (12) 12 Kazakhstan (3) 3 25% 

At the Kazakhstan Training, a total of 4 schools participated as a group with 3 people from each school.  As a 

result, the Action Plan was not made individually.  A total of 4 plans were made, one from each school.  Only 

one school responded to the Questionnaire. 

 

2) Progress of Action plan: 

The participants of 1 school formed a total of 4 plans. The following is the attainment status. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Graph4. Achievement of action plan (N=4) 

 

The attainment ratio has already started with 75% of which 50% of the activities of the activities has already 

been completed.  At the time the Questionnaire was collected, 25% of the activities have not been commenced, yet, 

but from the comment in the Questionnaire, presently, it can be presumed that it was carried out after the teaching 

materials were prepared.  From these, it can be said that their activities are definitely moving forward. 

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

After returning to their country, 3 participants from 1 school all cooperated and reported about the TTC training 

outline to about 80 faculty at the place of work. Also, a seminar on “Industrial automation program” was held for 

about 20 IAT related teachers and an approval to conduct IAT Seminar within the school in the future was given. 

From this, is expanding and it can be said that the training content conducted at TTC is expanding and was 

effective. 
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Consideration: 

Because the participants of this course were from Russian speaking countries, the Questionnaire collection rate 

was very low. Also because of this language problem, the support using WBTSS was not very effective and the 

condition could not be clearly grasped. However, after that, taking advantage of the commencement of a JICA 

related project of similar field in Kazakhstan, a connection could now be made and the situation could somewhat be 

shared.  This fiscal year, TTC faculty members are scheduled to be sent to these schools as a follow-up, and 

meticulous onsite support is being attained. 

 

  



 

 

Summary of CFT for TVE Trainers: IAT Basic (Azerbaijan) 
Sept16,2013-12Oct,2013 (4weeks) 

 
1) Number of participants who reply: 2 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Azerbaijan (9) 9 Azerbaijan (2) 2 22% 

 

2) Progress of Action plan: 

The participants of 2 school formed a total of 4 plans. The following is the attainment status. 

 

Graph5. Achievement of action plan (N=4) 

 

The attainment ratio has already started with 100% of which 100% of the activities of the activities has already 

been completed.   

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

After returning to their country, one participant and reported about the TTC training outline to about Ministry of 

education. Also conducted seminar about Motors, mechanism and electrical system to the school teachers. Other 

one participant explained to the schools staffs about importance of IAT department, and explain about importance 

about IAT in industry. From this, is expanding and it can be said that the training content conducted at TTC is 

expanding and was effective. 

Consideration: 

Because the participants of this course were from Azerbaijan was not good concentrate on the training, collection 

of impact surveys was not enough successful. 
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Summary of CFT for TVE Trainers: IAT Intermediate (Pakistan) 
Dec 03,2013-Dec23,2013(3weeks) 

 

1) Number of participants who reply: 5 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Pakistan (10) 10 Pakistan (5) 5 50% 

 

2) Progress of Action plan: 

5 of the participants formed a total of 20 plans. The following is the attainment status. 

 
Graph6. Achievement of action plan (N=20) 

 

The attainment ratio has already started with 80% of which 30% of the activities have already been completed. 

We can conclude that the results were very outstanding results.  Furthermore, communication with the lecturers 

from Turkey using the WBTSS was also very active. A very ideal follow-up of the course is being conducted.  The 

factors for this are probably the Pakistan Trainees’ high level towards IAT and that direct communication in English 

is possible. 

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

 

5 participants prepared report to their manager. 3 out of 5 participants transferred their knowledge’s that they 

learned in ttc with colleagues.3 out of 5 participant requested for purchase one PLC for their school, and accepted 

by authority. One participant started to organize workshop for awareness for TEVTA.  

From these, it can be judged that the effect of the TTC Training is expanding and is enough efficient. 

Consideration: 

The activities of the Pakistan trainees after returning home is proceeding smoothly, and their experience at the 
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TTC Training is effectively being used.  Even in the follow-up after the TTC Training, the WBTSS was actively 

being used and the form of information exchange was ideal. This was probably influenced by the completely ready 

environment, the factors I have mentioned above: the high IAT level of the trainees and the ability to communicate 

directly in English.  TTC is planning to increase the skill level of the intermediate and advanced course, and the 

IAT, and conduct training for countries that have the foundation to absorb skills like these.   Especially in 

Pakistan, which has a high need for the training of teachers, members of the TTC faculty would need to have 

more advanced instruction capabilities.  Depending on the case, TTC faculty may also need to have technical 

support to improve their skills. 

 

 

  



 

 

Summary of GT for TVE Trainers: IAT Basic (Palestine) 
January 6, 2014 – January 31, 2014(4-week) 

1) Number of participants who reply: 5 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Palestine (7) 7 Palestine (2) 2 20% 

 

2) Progress of Action plan: 

2 of the participants formed a total of 7 plans. The following is the attainment status. 

 

Graph7. Achievement of action plan (N=7) 

 

The attainment ratio has already started with 100% of which 86% of the activities have already been completed.  

Communication with the lecturers from Turkey using the WBTSS was not very active.  Not so ideal follow-up of 

the course is being conducted.   

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

1 out of 2 teacher made proposal to develop IAT department in their school and suggested necessary equipment, 

and conducted technical seminar for teachers and students. 1 out of 2 teacher made lesson about (Pneumatic and 

PLC). Because of less number of impact survey reply we couldn’t measure the effectiveness of training in TTC. 

According to the received impact surveys 2 participants are used very effectively the training in TTC.   

 

Consideration: 

The activities of the Palestine trainees after returning home is cannot enough followed because of few numbers 
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impact surveys being replied. The other ways to communication with participants should be try for example by 

TIKA office in Palestine.   

 

  



 

 

Summary of GT for TVE Trainers: IAT Basic (Tajikistan, Kyrgyzstan, 
Turkmenistan, Uzbekistan) 
April 14, 2014 – May 9, 2014(4-week) 

1) Number of participants who reply: 2 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Kyrgyzstan(5) 
Tajikistan(3) 

Turkmenistan(2) 
Uzbekistan( 0) 

10 

Kyrgyzstan(2) 
Tajikistan( 0) 

Turkmenistan(0 ) 
Uzbekistan( 0) 

2 20% 

 

2) Progress of Action plan: 

2 of the participants formed a total of 4 plans. The following is the attainment status. 

 

Graph8. Achievement of action plan (N=4) 

The attainment ratio has already started with 100% of which 50% of the activities have already been completed.  

Communication with the lecturers from Turkey using the WBTSS was not very active.  Not so ideal follow-up of 

the course is being conducted.  

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

Only two participants filled the follow up questionnaires. According to the replies one participant conducted 

short training for employees of “Automatic Control” department and started to prepare theoretical materials  

(Lectures, tasks and test) for training. Other one participant started to make introductory talk about the contents of 

training for the manager of Lyceum and started to make preparation for workshop and started to prepare 

demonstration materials and handouts. Because of less number of impact survey reply we couldn’t measure the 

effectiveness of training in TTC. According to the received impact surveys 2 participants are used very effectively 
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the training in TTC.    

  

Consideration: 

The activities of the GT trainees after returning home is cannot enough followed because of few numbers impact 

surveys being replied. The other ways to communication with participants should be trying for example by TIKA 

office in GT countries. Because the participants of this course were from Russian speaking countries, the 

Questionnaire collection rate was very low. Also because of this language problem, the support using WBTSS was 

not very effective and the condition could not be clearly grasped. 

 

 

 

 

 

  



 

 

Summary of CFT for TVE Trainers: IAT Intermediate (Kazakhstan) 
Jun02,2014-Jun20,2014(3weeks) 

1) Number of participants who reply: 6 participants  

Country 
(No. of Participants) 

Total 
Participated 

Each country 
Reply 

(No.of reply) 

Total no. of Reply 
Participants  % of Reply 

Kazakhstan (12) 12 Kazakhstan (6) 6 50% 

At the Kazakhstan Training, a total of 4 schools participated as a group with 3 people from each school.  As a 

result, the Action Plan was not made individually.  A total of 6 plans were made, one from each school.  Only 

two schools responded to the Questionnaire. 

 

2) Progress of Action plan: 

The participants of 2 school formed a total of 6 plans. The following is the attainment status. 

 

Graph9. Achievement of action plan (N=6) 

 

The attainment ratio has already started with 50% .No activities has been completed.   

 

3) Effectiveness of the TTC training: 

After returning to their country, 3 participants from 1 school all cooperated and started to report about the TTC 

training. Other school group does not start to make their plans. According to the results training effectiveness is not 

enough. 

 

Consideration: 

Because the participants of this course were from Russian speaking countries, the Questionnaire collection rate 

was very low. Also because of this language problem, the support using WBTSS was not very effective and the 

condition could not be clearly grasped. However, after that, taking advantage of the commencement of a JICA 
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related project of similar field in Kazakhstan, a connection could now be made and the situation could somewhat be 

shared.  This fiscal year, TTC faculty members are scheduled to be sent to these schools as a follow-up, and 

meticulous onsite support is being attained. 

 

Conclusion  

Follow-up system is made for to understand the effectiveness of training that given in TTC after participants going 

back to their countries. Also the other reason if support needed according to the impact survey forms, trying to find 

the possible solutions. Follow-up system is also helps to make more efficient training for the future groups. 

IATE Project two follow-up activities; 

1. Impact Survey forms (Sending forms after 3 Months finishing the course)  

2. WBTSS (Web Based Training Support System)  

Follow-up is perhaps one of the most difficult parts of the especially international projects. The most important 

difficulty to reach the result is to not have bindings for participant’s communication with project center. The other 

barrier for having not enough result is language.       

According to the result of follow-up of IATE Project out of 96 targeted participants, only 40 participants responded 

and returned questionnaire. The collection rate for entire study was 42%. Out of 125 action, 53% completed and 

17% almost completed and 24% started. The most successful results are coming from Pakistan participants.   

As a result of follow-up process success rate is medium level.  
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専門家派遣結果 

  



 



別添 9 専門家派遣結果 

 
 

Field of Expertise Name 
Dispatched period 

(M/M) 
2012 2013 2014 2015 Total 

Chief Advisor/Training 
Management/Curriculum 
Development 1 Takujiro ITO 

5.33 3.20 3.63 1.34 13.50 

Curriculum Development 2 Ayako NAKAZATO 3.00 2.00 2.00 0.00 7.00 
Industrial Automation 
Technology Hideki KUMAGAI 0.00 0.83 0.43 0.00 1.27 

Coordinator/Training 
Management Assistance Mami FUJISHIMA 3.00 2.16 1.60 0.00 6.76 

Coordinator/Training 
Management Assistance Gen FUJII      1.07 1.07 

Total  11.33  8.19 7.66 2.41 29.6 
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カウンター・パート アサインメント リスト 

  



 



From To

1 Prof.
(Mr.) Ömer AÇIKGÖZ Director General Project Director MoNE

2 Mr. Osman YILDIRIM Acting Director General Project Director MoNE

3 Ms. Şennur ÇETİN Head of Group Deputy Project Director MoNE

4 Mr. Yücel YÜKSEL Head of Department Deputy Project Director MoNE

5 Mr. Yaşar Baki ALTUNBAŞSection Director - MoNE

6 Mr. Mehmet YAZAR Expert - MoNE

7 Mr. Hamit DOĞAN Principal Project Manager Start of the
Project

15.01.201
3

MoNE
(MZS)

9 Mr. Hasan KORKMAZ Principal Project Manager 15.01.2013 23.6.2014 MoNE
(MZS)

10 Mr. Yusuf VURAL Principal Project Manager 23.6.2014 - MoNE
(MZS)

Head of IAT Department /
TTC Lecturer Counterpart Start of the

Project Sept.2013 MoNE
(MZS)

TTC Lecturer Counterpart Sept.2013 End of
Project

MoNE
(MZS)

TTC Lecturer/Coordinator Counterpart 28.2.2013 Sept.2013 MoNE
(MZS)

Head of IAT Department /
TTC Lecturer Counterpart Sept.2013 End of

Project
MoNE
(MZS)

TTC Lecturer Counterpart 18.06.2012 Sept.2013 MoNE
(MZS)

TTC Lecturer/Coordinator Counterpart Sept.2013 End of
Project

MoNE
(MZS)

14 Mr. Bülent VARDAL TTC Lecturer Counterpart 18.06.2012 End of
Project

MoNE
(MZS)

15 Mr. İsmail AKTAŞ TTC Lecturer Counterpart 18.06.2012 End of
Project

MoNE
(MZS)

16 Mr. Mustafa NAZMAN TTC Lecturer Counterpart 18.06.2012 18.06.201
3

MoNE
(MZS)

17 Mr. Telat GÜLER TTC Lecturer Counterpart 2012/6/18 18.06.201
3

MoNE
(MZS)

18 Mr. Mehmet YILMAZ Head of Department Head of Department TIKA

19 Mr. Şafak ÖZDEMİR Expert Expert TIKA

20 Mr. Ömer ÖZDENÖREN Expert Expert TIKA

21 Ms. Belgin ÇAĞDAŞ Expert Expert TIKA

22 Mr. Ahmet DAŞTAN Expert Expert TIKA

23 Ms. Ayşe ÖRÜN Expert Expert TIKA

24 Ms. Berna GÜRKAŞ Expert Expert TIKA

No Title Name of Counterpart Position / Organization Field in charge

別添10　カウンター・パート アサインメントリスト

Term of Assignment
Institution

1st & 2nd Year

3rd Year

1st & 2nd Year

1st-3rd Year

1st & 2nd Year

3rd Year

11 Mr. Murat ÖZDEVECİ

12 Mr. Osman Egemen DÖ
ĞER

13 Mr. Gürcan BILDIR

3rd Year

3rd Year

1st-3rd Year

1st Year

1st Year

1st Year

2nd Year
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JCC議事録（第 1回～第 8回） 
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Level of

Registration

Level of

Operation*3

Level of

Input data*4

Level of using

calendar*5

Level of

Access

Level of

Contact

Level of

Up-date*6

Level of

Report*7

Group 1
CFT*1 for TVE Manager
(Nov / 5 - Nov / 16 , 2012 : 2weeks)

Azerbaijan

Kazakhstan
Russian 15 S E E E C C E C

Group 2
CFT for TVE Trainers : IAT Basic
(Dec / 3 - Dec / 21 , 2012 : 3weeks)

Pakistan English 10 S A B E S S B S

Group 3
CFT for TVE Trainers : IAT Basic

(June 6,  – , 2013:4-week)
Kazakhstan Russian 12 S C C E D E E E

Group 4
CFT for TVE Trainers : IAT Basic
(September 16– October 11, 2013: 4-week)

Azerbaijan Turkish 9 S C C E C D D D

Group 5
CFT for TVE Trainers : IAT

Intermediate
(November 4– November 22, 2013:3-week)

Pakistan English 10 S A B E S A A A

Group 6
GT*2 for  TVE Manager
(Nov / 5 - Nov / 16 , 2012 : 2weeks)

Afghanistan, Kyrgyzstan,

Tajikistan, Turkmenistan

,and Palestine

English

(Russian)
8 S C D E E E E E

Group 7
GT for TVE Trainers : IAT Basic
(Apr / 15 - May / 10 , 2013 : 4weeks)

Kyrgyzstan, Tajikistan,

Turkmenistan and

Uzbekistan

Russian 11 S C D E B B E B

Group 8
GT for TVE Trainers: IAT Basic
 (Jan 6– January 31, 2014 :4-week) Palestine English 7 S B B E C C C C

Group 9 
GT for TVE Trainers: IAT Basic

 (Jan 6– January 31, 2014 :4-week)

Kyrgyzstan, Tajikistan,

Turkmenistan and
Russian 10 S B B E D E E C

Group 10
CFT for TVE Trainers : IAT Basic

(June 6,  – , 2013:4-week)
Kazakhstan Russian 12 S C C E D E E C

After Training period in their countriesTraining period in Turkey
Group

 number

Course Name

(Training period)
Countries

Number of

Participants
Language



Annex

Group 11
CFT for TVE Trainers : IAT Basic

(Oct 13,  – Nov 7, 2014:4-week)
Azerbaijan Turkish 6 S B B E E E E E

Group 12
GT for TVE Trainers: IAT Basic
 Nov  10- Dec 5, 2014 :4-week) Palestine English 5 S B B E D E E

Group 13
CFT for TVE Trainers : IAT Advenced
(December 8 -26, 2014:3-week)

Pakistan English 9 S A B E S A A

Group 14
GT for TVE Trainers: IAT Basic

 (Jan 05- Jan 30, 2015 :4-week)

Kyrgyzstan, Tajikistan,
Russian 10 S A A E C D D

134

*1: CFT=Country Focus Training *6: S

*2: GT=Group Training *7: A

*3: Operation = Download , Attached documents, E-mail B

*4: Input data = Answer to the test  and questionnaire. C

*5: Using calenda  = Input action plan data to calenda D

E

Update=Update therir action plan use calenda

Report=Report of their IAT Lesson

24% - 1%

0%

100%

99% - 75%

74% - 50%

49% - 25%
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